
契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観

清

田

政

秋

〔
抄

録
〕

本
論
文
は
本
居
宣
長
と
悉
曇
学
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。
宣
長
は
『
古
事

記
』
の
基
は
稗
田
阿
礼
の
誦
習
の
声
で
あ
る
と
し
て
音
声
を
重
視
す
る
。
言

語
は
音
声
で
あ
る
と
す
る
言
語
観
を
江
戸
期
音
韻
論
の
議
論
か
ら
獲
得
し
た

宣
長
は
、
音
声
の
持
つ
特
質
に
注
目
し
た
。
音
声
の
問
題
を
考
察
し
て
来
た

の
は
仏
教
、
特
に
密
教
と
不
可
分
の
悉
曇
学
で
あ
る
。
宣
長
は
契
沖
と
安
然

の
悉
曇
学
か
ら
音
声
の
力
、
音
楽
性
、
真
言
を
学
ん
だ
。
真
言
と
い
う
思
想

は
、
語
り
伝
え
は
上
代
の
実
だ
と
す
る
『
古
事
記
伝
』
の
考
え
方
に
繫
が
っ

た
。
更
に
仏
教
は
心
と
世
界
と
言
葉
は
相
応
す
る
と
い
う
。
宣
長
は
こ
れ
を

契
沖
を
介
し
て
学
び
「
意
と
事
と
言
と
は
皆
相
称
へ
る
物
」
と
い
う
『
古
事

記
伝
』
の
基
礎
に
あ
る
重
要
な
言
語
観
を
確
立
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

宣
長

契
沖
、
安
然
、
悉
曇
学

心
と
世
界
と
言
葉
の
相
応

は
じ
め
に

『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
訓ヨミ
法ザマ
の
事
」
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

凡
て
古
書
は
、
語
を
厳
重
オゴソカ

に
す
べ
き
中
に
も
、
此
記
は
殊
に
然
あ
る
べ
き
所ユ

由ヱ
あ
れ
ば
、
主ムネ
と
古
語
を
委
曲
ツバラカ

に
考ヘ
て
、
訓
を
重
く
す
べ
き
な
り
、・
・
古

き
歌
ど
も
を
見
て
、
皇
国
の
古ヘ
の
意ココロ
言コトバ
の
、
漢
の
さ
ま
と
、
甚イタ
く
異
な
り

け
る
こ
と
を
、
お
し
は
か
り
知ル
べ
し
、

『
古
事
記
伝
』
一
之
巻１

）

宣
長
は
『
古
事
記
』
の
訓
み
を
重
視
す
る
。
宣
長
の
訓
法
の
基
に
は
、『
古
事

記
』
の
漢
文
を
前
提
に
し
た
上
で
そ
れ
を
ど
う
訓
む
か
の
前
に
、
そ
の
漢
文
が
如

何
に
成
っ
た
か
、『
古
事
記
』
成
立
事
情
に
関
す
る
思
想
が
あ
る
。
そ
れ
は
言
語

観
に
基
づ
く
。

彼ノ
天
皇
【
天
武
】
大
御
口
づ
か
ら
、
此ノ
旧
辞
を
諷
誦
ヨ
ミ

坐シ
て
、
其ソ
を
阿
礼
に
聴キキ

取トラ
し
め
て
、
諷
誦
ヨ
ミ

坐ス
大
御
言
の
ま
ゝ
を
、
誦ヨミ
う
つ
し
習
は
し
め
賜
へ
る
に
も

あ
る
べ
し
、

同
二
之
巻２

）

宣
長
は
安
万
侶
に
よ
る
『
古
事
記
』
序
文
を
解
釈
し
て
、
天
武
天
皇
は
阿
礼
に

自
ら
旧
辞
（『
古
事
記
』
編
纂
の
材
料
と
な
っ
た
書
）
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
誦
習
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さ
せ
、
安
万
侶
は
阿
礼
の
声
を
そ
の
ま
ま
に
書
き
記
し
た
と
い
う
。
従
っ
て
『
古

事
記
』
は
阿
礼
の
誦
習
と
い
う
声
の
世
界
が
基
で
あ
り
、
そ
の
声
を
再
現
し
よ
う

と
す
る３

）

。
宣
長
は
右
の
引
用
文
の
中
で
「
古ヘ
の
意ココロ
言コトバ」
と
い
う
。
宣
長
は
処
女

作
『
排
蘆
小
船
』
で
は
「
コ
コ
ロ
コ
ト
バ
」
に
心
詞
・
情
詞
・
情
辞
の
漢
字
を
当

て
た
が
、
数
年
後
の
『
石
上
私
淑
言
』
で
は
心
詞
・
情
詞
・
情
言
葉
・
意
詞
に
加

え
て
「
意
言
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
る
。『
古
事
記
伝
』
で
は
主
に
意
言
を
使
い

稀
に
心
詞
を
使
う
。
意
言
は
「
イ
ゴ
ン
」
と
音
で
読
む
仏
教
語
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
は
一
般
で
は
使
わ
れ
な
い
。
意
言
は
『
諸
橋
大
漢
和
』
に
は
「
⃞佛
意
中
の
言
。

意
に
思
ふ
こ
と
。」（
⃞佛
は
仏
教
語
の
略
）
と
あ
り
、
中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典
』

に
は
「
心
の
分
別
に
も
と
づ
く
こ
と
ば
。
心
の
中
の
つ
ぶ
や
き
。」
と
あ
る
。
意

言
は
特
に
唯
識
派
が
重
視
し
た
。
唯
識
の
研
究
に
よ
れ
ば
意
言
と
は
前
五
識
（
眼

識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
）
の
直
後
に
生
じ
る
、
分
別
を
と
も
な
っ
た
意

識
で
あ
る
と
さ
れ
、
心
に
お
け
る
言
論
活
動
一
般
を
も
意
味
す
る４

）

。
そ
の
第
六
の

識
で
あ
る
意
識
が
別
名
、
意
言
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
言
葉
を
起
す
こ
と
の
で
き

る
唯
一
の
心
で
あ
る
。
言
語
に
よ
る
事
物
の
認
識
に
は
必
ず
第
六
識
が
関
係
し
、

第
六
識
に
よ
っ
て
事
物
に
名
前
が
付
く
。

宣
長
に
お
い
て
意
言
は
漢
字
の
背
後
に
あ
る
心
が
発
す
る
声
を
意
味
す
る
。
宣

長
が
声
を
強
調
す
る
時
、
古
言
や
古
語
で
は
な
く
意
言
が
使
わ
れ
る
。
心
が
発
す

る
声
を
明
確
に
表
す
に
は
、
心
や
情
を
詞
に
し
た
も
の
を
意
味
す
る
心
詞
や
情
詞

と
い
う
言
葉
よ
り
も
仏
教
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
意
言
と
い
う
漢
字
が
よ
り

適
切
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
期
の
仏
教
の
隆
盛
は
仏
教
語
を

宣
長
に
教
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
で
は
古
来
、
音
韻
の
学
と
し
て
悉
曇
学
が
学
ば
れ
て
来
た
。
悉
曇
学
は
梵

字
の
形
音
義
を
究
明
す
る
の
み
で
な
く
、
音
自
体
の
特
質
を
深
く
探
求
す
る５

）

。
宣

長
の
音
声
重
視
は
、
音
声
自
体
の
持
つ
特
質
へ
の
着
目
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ま
で
の
研
究
は
、
宣
長
が
何
故
音
声
を
重
視
す
る
の
か
を
充
分
に
考
察
し
て
来
な

か
っ
た
。
ま
た
宣
長
に
お
け
る
音
の
問
題
を
悉
曇
学
と
の
関
連
に
焦
点
を
当
て
て

考
察
す
る
先
行
研
究
も
少
な
い
。

以
下
で
宣
長
の
言
語
観
の
前
提
と
な
っ
た
江
戸
期
音
韻
論
を
検
討
し
た
後
、
契

沖
『
和
字
正
濫
鈔
』「
和
文
総
論
」（
以
下
「
和
文
総
論
」）
と
そ
れ
に
影
響
を
与

え
た
安
然
『
悉
曇
蔵
』
に
お
け
る
音
を
廻
る
思
索
の
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
宣
長
が

『
古
事
記
』
の
声
を
重
視
し
た
の
は
何
故
か
、
音
声
を
ど
う
考
え
、
音
声
の
ど
こ

に
着
目
し
た
の
か
を
探
る
。

第
一
章

江
戸
期
音
韻
論
の
一
側
面

儒
学
を
中
心
と
す
る
学
問
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江
戸
期
に
お
い
て
そ
の
初
期

か
ら
、
中
国
の
音
韻
体
系
を
四
三
枚
の
図
表
に
よ
っ
て
示
す
『
韻
鏡６

）

』
の
研
究
が

急
速
に
発
展
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
日
本
に
将
来
し
た
『
韻
鏡
』
の
研
究
は
、
江
戸

期
に
隆
盛
を
極
め
、『
韻
鏡
』
及
び
そ
の
関
係
書
の
出
版
は
江
戸
期
を
通
じ
て
二

百
種
を
越
え
、
そ
の
半
数
は
元
禄
期
ま
で
に
出
版
さ
れ
た７

）

。
ま
た
仏
教
の
中
に
お

い
て
も
音
韻
が
研
究
さ
れ
、
新
義
真
言
宗
の
論
議
用
語
彙
の
読
み
方
・
発
音
・
ア

ク
セ
ン
ト
、
宗
派
間
の
異
伝
等
を
示
し
た
『
補
忘
記

ぶ
も
う
き

』
が
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
再
訂
本
が
元
禄
八
年
に
出
版
さ
れ
た８

）

。
同
じ
元
禄
八
年

に
は
音
韻
・
仮
名
遣
い
の
研
究
で
特
筆
さ
れ
る
契
沖
『
和
字
正
濫
鈔
』
と
鴨おう
東とうそく

父ふ
『
蜆けん
縮しゅく
凉りょう鼓こ
集しゅう
』９

）

が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
期
に
開
花
し
た
音
韻

研
究
は
宣
長
の
言
語
観
の
前
提
条
件
を
作
っ
た
。

三
八

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
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言
語
観
（
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）



江
戸
期
の
『
韻
鏡
』
研
究
の
歴
史
を
福
永
静
哉
『
近
世
韻
鏡
研
究
史
』（
風
間

書
房
・
一
九
九
二
）
に
よ
っ
て
概
観
す
る
と
、
江
戸
前
半
期
、『
韻
鏡
』
は
反
切

（
後
述
）
の
書
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
浄
土
宗
の
生
ん
だ
傑
出
し
た
音
韻
学

者
で
あ
る
文
雄
もんのう

（
一
七
〇
〇
〜
一
七
六
三
）
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に

『
韻
鏡
』
は
反
切
の
書
で
は
な
く
音
韻
の
書
だ
と
す
る
『
磨
光
韻
鏡
』
を
著
し
た
。

宣
長
は
漢
字
音
を
ど
の
よ
う
な
仮
名
で
書
き
分
け
る
べ
き
か
を
論
じ
る
『
字
音
仮

字
用
格
』
執
筆
に
当
っ
て
文
雄
の
『
磨
光
韻
鏡
』
を
参
考
に
し
た
。
江
戸
期
の
韻

鏡
研
究
は
韻
鏡
序
例
（
序
と
凡
例
）
の
注
解
に
集
中
し
て
い
る
。

韻
鏡
序
例
に
は
漢
字
の
反
切
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
反
切
と
は
、
中
国

で
漢
字
音
を
示
す
の
に
、
他
の
漢
字
二
字
を
借
り
て
す
る
法
で
、
上
の
字
（
反
切

上
字
）
の
頭
子
音
と
、
下
の
字
（
反
切
下
字
）
の
韻
と
を
合
せ
て
一
音
を
構
成
す

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
東
」
の
字
音
を
「
徳
紅
切
」
と
い
う
形
で
示
し
、

「
徳
」
の
頭
子
音
﹇t

﹈
と
「
紅
」
の
韻
﹇u

﹈
か
ら
﹇tu
﹈
を
表
わ
す
（
日
本

で
は
ロ
ー
マ
字
を
使
わ
な
い
の
で
、
反
切
上
字
の
徳

ト
ク

か
ら
最
初
の
仮
名

ト
を
採
り
、
反
切
下
字
の
紅

コ
ウ

か
ら
最
初
の
仮
名
コ
を
除
い
た
残
り
の
仮

名
ウ
を
採
っ
て
両
者
を
合
わ
せ
、
反
切
帰
字
で
あ
る
東
の
字
の
音
ト
ウ
を
得
る
）。

江
戸
期
『
韻
鏡
』
研
究
の
中
で
、『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
は
文
字
の
別
は
発
音
の
別

と
す
る
言
語
観
を
時
代
に
先
駆
け
て
表
明
し
た
。
鴨
東

父
が
当
時
の
韻
鏡
研
究

書
に
学
ん
だ
こ
と
は
そ
の
序
と
凡
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
以
下
で
『
蜆
縮
凉
鼓

集
』
の
序
と
凡
例
を
検
討
し
、
そ
の
言
語
観
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
「
し
ち
す
つ
」
の
四
つ
仮
名
の
別
と
発
音
の
別
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

云
う
。抑

、
此
書
を
編
纂
す
る
事
は
、
吾
人
言
違
ふ
る
詞
、
書
誤
れ
る
仮
名
文
字
あ

る
を
正
さ
ん
た
め
也
。
其
の
詞
、
他
に
あ
ら
す
、
し
ち
す
つ
の
四
の
音
な
り
。

此
の
四
字
は
清
く
読
と
き
に
、
素
よ
り
各
別
な
る
か
こ
と
く
に
、
濁
り
て
呼

時
に
も
亦
同
し
か
ら
す
。
然
る
に
、
今
の
世
の
人
、
し
ち
の
二
つ
を
濁
り
て

は
同
し
う
よ
ひ
、
す
つ
の
二
つ
を
も
濁
り
て
は
一
つ
に
唱
ふ
。
是
甚
し
き
誤

り
也
。
啻
、
口
に
唱
ふ
る
の
み
な
ら
す
、
文
字
を
も
亦
相
混
し
て
用
ふ
。

『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
序10

）

四
つ
仮
名
の
別
は
、「
し
す
」
は
歯
音
、「
ち
つ
」
は
舌
音
で
あ
り
、
相
通
す
る

事
は
な
い
と
云
う
。

此
四
音
、
元
来
格
別
也
。
抑
音
韻
の
義
に
依
て
是
を
論
ず
る
に
、
し
す
は
歯し

音おん
に
て
、
さ
し
す
せ
そ
の
一
行
いっこう

也
。
ち
つ
は
舌
音
ぜつおん

に
て
、
た
ち
つ
て
と
の
一

行
也
。
濁
り
て
も
亦
同
じ
か
ら
ず
。・
・
此
四
音
を
言
習
ふ
べ
き
呼こ
法ほふ
の
事
、

歯
音
の
さ
し
す
せ
そ
、
是
は
舌
頭
ぜつとう

中
に
居ゐ
て
上うは
顎あぎと
に
付つか
ず
。
舌
音
の
た
ち

つ
て
と
、
是
は
舌
頭
を
上
顎
に
付
て
よ
ぶ
也
。
先
こ
れ
を
能
心
得
て
味
は
ふ

べ
し
。
扨
濁
る
と
い
ふ
も
其
気き
息そく
の
始メ
を
鼻
へ
洩もら
す
ば
か
り
に
て
、
歯
と
舌

と
に
替
る
事
は
な
き
也
。

同
凡
例11

）

次
に
文
字
の
違
い
は
発
音
の
別
と
云
う
。

凡
そ
言ごん
語ご
皆
音
韻
也
。
文
字
皆
音
韻
也
。
仮
名
文
字
使
も
亦
音
韻
也
。
故
に

仮
名
使
を
沙
汰
せ
ん
人
は
、
必
ず
音
韻
を
論
じ
て
後
に
其
言
語
文
字
を
明
ら

む
べ
し
。

同
凡
例12

）

鴨
東

父
が
文
字
の
違
い
は
発
音
の
別
と
す
る
言
語
観
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
。
漢
籍
の
俗
解
書
を
数
多
く
著
し
た
毛
利
貞
斎
と
い
う
人
物
が

い
る
。
貞
斎
の
『
韻
鏡
秘ひ
訣けつ
袖しゅう
中ちゅう
鈔しょう』（
貞
享
二
年
・
一
六
八
五
）
と
い
う
書

を
鴨
東

父
は
熟
読
し
た
と
思
わ
れ
る
。『
韻
鏡
秘
訣
袖
中
鈔
』
は
『
韻
鏡
』
の
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「
第
一
序
」
に
あ
る
「
即
音
而
知
字
」
と
い
う
言
葉
を
載
せ
注
釈
し
て
い
る
。「
第

一
序
」
の
冒
頭
部
分
に
次
の
文
章
が
あ
る
。

読
書
難
字
過
不
知
音
切
之
病
也
。
誠
能
依
切
以
求
音
。
即
音
而
知
字
。
故
無

載
酒
問
人
之
労
。
学
者
何
以
是
為
緩
而
不
急

。
余
嘗
有
志
斯
学
。
独
恨
無

師
承
。
既
而
得
友
人
授
指
微
韻
鏡
一
編
。

﹇
書
き
下
し
（

三
澤
諄
治
郎
「
韻
鏡
序
例
の
検
討
」
に
拠
る
）

書
を
読
み
て
難
字
の
過
ぐ
る
こ
と
は
音
切
を
知
ら
ざ
る
の
病
な
り
。
誠
に

能
く
切
に
依
り
て
以
て
音
を
求
め
、
音
に
即
き
て
字
を
知
る
。
故
に
酒
を

載
せ
て
人
に
問
ふ
の
労
な
し
。
学
者
何
ぞ
是
を
以
て
緩
と
為
し
て
急
に
せ

ざ
る
や
。
余
嘗
て
斯
学
に
志
あ
り
、
た
だ
師
承
な
き
を
恨
む
。
既
に
し
て

友
人
の
指
微
韻
鏡
一
編
を
授
く
る
を
得
た
り
。

江
戸
期
の
韻
鏡
研
究
書
は
例
外
な
く
こ
の
序
に
つ
い
て
注
釈
し
て
お
り
、「
誠

能
依
切
以
求
音
、
即
音
而
知
字
」
は
、
反
切
に
よ
っ
て
正
し
い
音
を
知
り
、
正
音

に
よ
っ
て
字
義
を
知
る
と
解
釈
す
る
。『
韻
鏡
秘
訣
袖
中
鈔
』
も
そ
う
解
釈
す
る
。

現
代
に
お
け
る
解
釈
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が13

）

、『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
は
そ
れ
ら
と

は
異
な
っ
た
独
創
的
な
解
釈
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
誠
能
依
切
以
求
音
、
即

音
而
知
字
」
の
前
半
部
分
は
無
視
し
て
後
半
部
分
だ
け
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、「
音
に
即
し
て
字
を
知
る
」、
つ
ま
り
言
葉
は
先
ず
音
で
あ
り
、
そ
の
音
に

即
し
て
字
が
あ
る
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
そ
う
考
え
ら
れ
る
の
か
。

高
山
知
明
『
日
本
語
音
韻
史
の
動
的
諸
相
と
蜆
縮
涼
鼓
集
』（
二
〇
一
四
）
に

よ
れ
ば
、
鴨
東

父
は
京
の
街
角
で
人
々
の
話
し
声
を
観
察
し
て
「
し
ち
す
つ
」

の
四
つ
仮
名
の
発
音
の
誤
り
を
発
見
し
た
の
で
は
な
い
と
す
る
。
当
時
、
謡
曲
の

世
界
で
は
四
つ
仮
名
の
発
音
の
別
が
厳
し
く
指
南
さ
れ
、
発
音
の
仕
方
を
示
す
の

に
音
図
を
用
い
る
習
慣
が
元
禄
の
頃
に
は
確
立
し
て
い
た
。
高
山
は
鴨
東

父
は

謡
曲
に
親
し
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
高
山
説
を
参
考
に
す

れ
ば
、
謡
曲
の
世
界
に
親
し
み
発
音
に
つ
い
て
鋭
い
感
覚
を
有
し
て
い
た
鴨
東

父
に
と
っ
て
『
韻
鏡
』
序
に
い
う
反
切
か
ら
正
し
い
音
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

は
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
後
世
の
宣

長
も
『
講
後
談
』
で
こ
う
述
べ
る
。

彼
国
は
、
音
は
人
の
口
に
の
み
伝
は
り
て
、
書
に
つ
た
へ
か
た
け
れ
は
、
時

世
と
共
に
う
つ
り
行
て
誤
れ
る
事
を
覚
え
す
、
反
切
音
注
な
と
有
り
て
も
、

其
反
切
音
注
の
字
も
共
に
誤
り
行
な
れ
は
、
何
を
以
て
其
誤
を
正
す
へ
き
、

証
拠
な
し
、

『
講
後
談14

）

』

従
っ
て
鴨
東

父
は
『
韻
鏡
』
序
を
先
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

言
語
は
皆
音
韻
で
あ
り
、
文
字
は
皆
音
韻
で
あ
る
と
は
、
文
字
と
そ
の
発
音
を

区
別
し
た
上
で
、
文
字
に
付
随
し
て
音
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
文
字
よ

り
も
音
を
上
位
に
置
く
考
え
方
で
あ
る
。『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
に
は
韻
鏡
序
例
の
解

釈
か
ら
独
創
的
な
言
語
観
の
着
想
を
得
た
こ
と
を
窺
が
わ
せ
る
記
述
は
な
い
。
が
、

右
の
よ
う
に
考
え
る
と
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
が
突
然
変
異
の
よ
う
に
江
戸
期
に
出
現

し
た
の
で
は
な
く
、
江
戸
期
音
韻
研
究
や
謡
曲
の
世
界
の
中
か
ら
生
れ
た
と
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
位
置
付
け
が
明
確
に
な
る
。
宣
長
が
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
を
直

接
に
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
言
語
は
音
声
で
あ
る
と
す
る
考
え

方
を
時
代
の
言
語
観
か
ら
獲
得
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
古
事
記
』
は
語
り

伝
え
の
音
声
の
世
界
だ
と
す
る
考
え
方
は
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
。
そ
の
意
味
で
江

戸
期
音
韻
論
の
議
論
は
宣
長
の
言
語
観
の
前
提
と
な
っ
た
。

四
〇

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）



更
に
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
の
独
創
性
は
右
の
言
語
観
に
留
ま
ら
な
い
。
発
音
の
別

は
「
心
の
別わか
ち
」
と
す
る
。

蓋けだし
口
に
分
れ
ざ
る
事
は
心
に
別わか
ち
な
け
れ
ば
也
。
心
に
分
た
ざ
る
が
故
に
、

文
字
を
も
亦
思
ふ
ま
ゝ
に
、
書
ぬ
る
者
成
べ
し
。
豈
是
語
音
の
失
錯
・
文
章

の
瑕
疵
な
ら
ず
や
。・
・
凡
此
冊
を
見
ん
人
、
若
し
兼
ね
て
彼
の
四
音
の
異

な
る
事
を
知しら
ざ
ら
ん
に
、
是
よ
り
始
て
其
別
ち
有
る
事
を
し
れ
ら
ば
音
韻
の

道
に
を
い
て
違たが
は
ざ
る
に
庶ちか
か
る
べ
し
。

『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
序15

）

こ
の
考
え
方
は
、
大
正
昭
和
前
期
の
国
語
学
者
・
橋
本
進
吉
の
左
の
学
説
の
先

駆
で
あ
る
。

言
語
の
音
を
区
別
し
て
別
の
音
と
す
る
の
は
、
音
自
身
の
有も
っ
て
居
る
性
質

と
い
ふ
よ
り
は
、
其
の
音
を
聴
き
、
或
は
使
ふ
人
の
心
の
中
で
の
心
理
的
は

た
ら
き
で
あ
り
ま
す
。

「
古
代
国
語
の
音
韻
に
つ
い
て16

）

」

更
に
こ
の
言
語
観
は
、
橋
本
門
下
の
有
坂
秀
世
に
よ
っ
て
理
論
的
に
精
緻
化
さ

れ
た
。
有
坂
秀
世
『
音
韻
論
』（
一
九
四
〇
）
で
あ
る
。
古
代
国
語
の
実
証
的
研

究
に
不
朽
の
功
績
を
残
し
た
有
坂
は
音
韻
論
の
分
野
で
も
画
期
的
な
業
績
を
残
し

た
。
有
坂
に
よ
れ
ば
、
音
韻
と
は
発
話
行
為
の
目
的
観
念
で
あ
り
発
音
運
動
の
理

想
で
あ
る
。
多
様
な
現
実
の
音
声
の
標
準
は
発
音
主
体
の
心
理
の
中
に
存
在
し
、

従
っ
て
上
代
音
声
の
復
元
は
上
代
人
の
発
音
運
動
の
理
想
、
即
ち
上
代
人
の
言
語

経
験
の
実
証
研
究
か
ら
把
握
さ
れ
る
音
韻
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な

る
。『
音
韻
論
』
に
い
う
。

音
韻
は
発
音
運
動
の
理
想
で
あ
り
、
音
声
現
象
の
背
後
に
在
っ
て
之
を
意
味

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
音
韻
を
理
解
す
る
と
は
、・
・
話
し
手
が
如
何
な
る

音
韻
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
そ
の
発
音
運
動
を
な
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
、

と
い
ふ
そ
の
目
的
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
音
韻
論17

）

』

最
後
に
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
は
音
韻
の
図
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

音
韻
の
学
は
十
行
五
位
の
音
韻
の
図
を
以
て
本
と
す
べ
し
。
因
て
今
爰ここ
に
其

図
を
附つけ
記しる
す
。
惣
じ
て
此
図
は
意
味
も
深
く
、
又

誤
あやまり

多
く
し
て
、
習
ひ
な

く
し
て
は
見
が
た
し
。
但
工く
夫ふう
さ
へ
至
り
な
ば
師し
授じゅ
口く
傳でん
に
も
依
べ
か
ら
ず
。

熟じゅく
読どく
翫がん
味み
す
る
内
に
、
自
然
に
得
る
所
あ
る
べ
し
。『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
凡
例18

）

『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
の
独
特
な
五
十
音
図
の
考
察
は
省
略
す
る
が
、
鴨
東

父
は
音

韻
の
世
界
を
よ
く
研
究
し
、
日
本
語
の
音
韻
を
音
図
と
し
て
体
系
化
し
よ
う
と
し

た
。江

戸
期
音
韻
論
の
議
論
を
踏
ま
え
、
宣
長
は
音
の
問
題
を
様
々
に
考
察
す
る
。

人
間
の
声
は
身
体
か
ら
発
せ
ら
れ
、
五
感
に
よ
る
認
識
は
声
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
声
の
様
々
な
特
徴
が
生
ず
る
。

第
二
章

契
沖
「
和
文
総
論
」
の
言
語
思
想

第
一
節

声
と
心

契
沖
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
五
巻
は
、
従
来
の
「
定
家
仮
名
遣
」
の
誤
り
を
正
し
、

歴
史
的
仮
名
遣
を
初
め
て
基
礎
づ
け
た
書
と
さ
れ
て
い
る19

）

。
仮
名
遣
の
実
例
と
そ

の
考
察
は
巻
二
以
下
に
あ
り
、
巻
一
は
仮
名
遣
い
の
前
提
と
な
る
言
語
観
を
表
明

す
る
「
漢
文
序
」
と
「
和
文
総
論
」
か
ら
成
る
。「
漢
文
序
」
は
仏
教
言
語
思
想

を
論
述
し
、「
和
文
総
論
」
は
悉
曇
学
を
主
と
す
る
言
語
論
を
展
開
す
る
。

「
和
文
総
論
」
は
行
阿
の
『
仮
名
文
字
遣
』
を
批
判
し
た
後
で
次
の
よ
う
に
い

う
。

か
ゝ
る
事
は
末
な
り
。
声
字
の
本
よ
り
知
お
か
ば
、
漸
々
に
み
つ
か
ら
得
る

四
一

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇
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事
も
あ
る
べ
き
が
た
め
に
、
其
由
初
に
少
々
注
し
、
次
に
五
十
音
を
出
し
、

い
ろ
は
を
注
し
な
ど
し
て
、
い
ゐ
を
等
を
ば
末
に
置
也
。

「
和
文
総
論20

）

」

仮
名
遣
の
具
体
例
は
本
末
で
云
え
ば
末
の
事
で
、
大
事
な
の
は
そ
の
背
後
に
あ

る
「
声
字
の
本
」
即
ち
音
と
文
字
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

「
声
字
の
本
」
論
に
入
る
。

仮
名
の
様
を
知
ら
む
と
思
は
ゞ
先
声
を
出
る
初
の
様
を
知
へ
し
。・
・
凡
そ

人
の
物
い
は
む
と
す
る
時
、
喉のんとの
内
に
風
あ
り
。
天
竺
に
は
、
此
風
の
名
を

優う
陀だ
那な
と
い
ふ
。
此
風
外
の
風
を
引
て
丹
田
に
下
り
、
腎
水
を
撃うち
て
声
を
起

こ
す
。・
・
心
に
シタ

か
ふ
は
、
心
の
動
静
に
随
ひ
て
息
に
緩
急
あ
り
。・
・
密

教
に
は
此
息
を
や
か
て
心
と
説
け
る
事
あ
り
。
一
條
の
息
わ
つ
か
な
る
に
似

た
れ
と
、
寿
命
こ
れ
に
か
ゝ
れ
り
。
心
と
寿
命
と
を
全
く
し
て
起
る
言
語
な

り
。

「
和
文
総
論21

）

」

声
は
風
か
ら
起
り
、
息
は
心
で
あ
る
。
言
語
は
心
と
寿
命
（
生
命
の
連
続
）
を

全
う
し
て
起
る
。
こ
の
契
沖
の
考
え
は
宣
長
の
歌
論
に
繫
が
る
。『
石
上
私
淑
言
』

は
、
心
は
、
本
来
は
動
揺
し
て
や
ま
な
い
無
秩
序
の
状
態
で
あ
り
、
呼
吸
の
持
つ

規
則
性
を
か
た
ど
る
発
声
が
心
に
秩
序
を
与
え
、
こ
れ
が
歌
の
起
こ
り
で
あ
る
と

説
く
。詠ノ

字
は
、
声
を
長
く
し
て
う
た
ふ
義
也
。・
・
奈ナ
宜ゲ
幾キ
は
長ナガ
息イキ
と
い
ふ
事
也
。

そ
れ
を
奈ナ
宜ゲ
久ク
と
も
は
た
ら
か
し
て
い
ふ
事
は
、
息イキ
と
生イキ
と
同
じ
言
也
。
生

と
死
と
は
一ツ
の
息イキ
に
よ
り
て
分
る
ゝ
物
に
て
、
息イキ
す
れ
ば
生
也
。
せ
ね
ば
死

也
。・
・
何
故
に
息イキ
を
長
く
す
る
ぞ
と
い
ふ
に
、
す
べ
て
情
に
感アハレ
と
深
く
思

ふ
こ
と
あ
れ
ば
、
必
ず
長
き
息イキ
を
つ
く
。

『
石
上
私
淑
言22

）

』

契
沖
は
、
そ
し
て
宣
長
も
心
と
い
う
も
の
は
人
間
の
内
部
に
実
体
と
し
て
あ
る

の
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
伝
統
的
な
「
無
我
」
の
思
想
で
あ
る
。
言

葉
は
心
な
の
で
あ
る
。「
漢
文
序
」
に
い
う
。

製スル
字ヲ
者ノ
。
不シテ
カヘ

心ニ
カヘ

言ニ
。
訓スル
字ヲ
者ノ
。
不シテ
言ハ
末
古
古
呂ト
言コトハ
末
古
登ト
。

因テナリ
心
之

実
全ク
在テ
言
中ニ
取ルニ
信ヲ
於
外ニ
。・
・
案スルニ
製スル
字ヲ
意ヲ
。
言
即ハチ
心ナリ

也
。

「
漢
文
序23

）

」

「
心
の

実
」、
即
ち
「
心
の
実まこと」
は
言
葉
の
中
に
あ
り
、
言
葉
は
心
に
と
っ

て
は
外
部
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
仏
教
に
お
い
て
一
貫
し
て
お
り
、
心
と

言
葉
は
直
結
す
る
。
即
ち
後
述
の
「
心
口
相
応
」
で
あ
る
。

契
沖
は
、
言
語
は
息
か
ら
起
る
と
す
る
に
続
い
て
『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
語
る
。

法
身
仏
の
常
恒
演
説
の
法
も
ま
た
此
一
息
を
出
へ
か
ら
ず
。
沙
石
集
に
、
和

歌
は
日
本
の
陀
羅
尼
な
り
と
い
へ
る
は
陀
羅
尼
を
此
に
は
摠
持
と
翻
す
。
無

量
の
功
徳
を
摠
摂
し
、
任
持
す
る
故
な
り
。
其
中
に
一
字
に
多
義
を
含
む
意

を
も
て
短
き
和
歌
の
深
き
意
を
含
む
を
か
く
は
い
へ
り
。
委
し
く
い
は
ゝ
、

和
歌
に
つ
ゝ
ら
ぬ
さ
き
の
四
十
七
言
、
早
く
陀
羅
尼
と
い
ふ
へ
し
。

「
和
文
総
論24

）

」

右
の
陀
羅
尼
に
つ
い
て
の
言
葉
は
空
海
に
由
来
す
る
。

い
は
ゆ
る
陀
羅
尼
と
は
、・
・
一
字
の
中
に
於
て
、
無
量
の
教
文
を
惣
摂
し
、

一
法
の
中
に
於
て
一
切
の
法
を
任
持
し
、
一
義
の
中
に
於
て
一
切
の
義
を
摂

持
し
、
一
声
の
中
に
於
て
無
量
の
功
徳
を
摂
蔵
す
。

『
梵
字
悉
曇
字
母

釈
義25

）

』

陀
羅
尼
の
一
字
一
音
に
は
無
限
の
意
義
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
密
教
で
陀

羅
尼
を
梵
音
の
ま
ま
に
唱
え
る
こ
と
の
根
本
の
理
由
で
あ
る
。
信
仰
と
結
び
付
い

て
い
る
が
た
め
に
、
悉
曇
文
字
は
永
く
伝
承
さ
れ
、
発
音
の
仕
方
が
継
承
さ
れ
た
。
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従
っ
て
契
沖
は
い
う
。

陀
羅
尼
を
誦
ず
る
者
、
阿
闇
梨
の
伝
授
を
経
ず
し
て
恣
に
誦
ず
れ
ば
、
声
字

を
誤
ま
り
章
句
を
誤
ま
り
て
、
効
験
な
く
し
て
却
て
罪
を
得
る
事
あ
り
。・
・

此
に
准
ら
ふ
る
に
、
和
歌
は
神
仏
に
も
た
む
く
る
物
な
れ
ば
、
殊
に
仮
名
を

た
ゞ
し
て
、
こ
と
わ
り
に
そ
む
か
ぬ
や
う
に
す
べ
し
。

「
和
文
総
論26

）

」

陀
羅
尼
は
誤
っ
て
誦
ず
れ
ば
効
験
が
な
い
。『
本
居
宣
長
随
筆
』
は
『
沙
石
集
』

か
ら
契
沖
の
い
う
部
分
を
引
用
す
る
。
宣
長
は
陀
羅
尼
が
長
い
年
月
に
亙
っ
て
継

承
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陀
羅
尼
の
継
承
は
『
古
事

記
』
の
語
り
伝
え
の
継
承
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
契
沖
に
と
っ
て
和
歌
は
神
仏

に
た
む
け
る
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
宣
長
に
と
っ
て
『
古
事
記
』
本
文
の
復
元

し
た
訓
み
の
朗
誦
（
阿
礼
の
誦
習
の
再
現
）
は
、
神
々
と
天
武
・
元
明
天
皇
、
稗

田
阿
礼
、
太
安
万
侶
に
奉
げ
る
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

此ノ
記
は
本
彼ノ
清
御
原
宮ニ
御
宇シシ
天
皇
の
、
可カ
畏シコ
く
も
大オホ
御ミ
親ヅカラ
撰エラ
び
た
ま
ひ
定

め
賜
ひ
、
誦
た
ま
ひ
唱
へ
賜
へ
る
古
語
に
し
あ
れ
ば
、
世
に
た
ぐ
ひ
も
な
く
、

い
と
も
貴タフトき
御ミ
典フミ
に
ぞ
あ
り
け
る
、
然
る
は
御
世
か
は
り
て
後
、
彼
御
志
紹ツギ

坐ス
御ミ
挙シワザの
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
さ
ば
か
り
貴
き
古
語
も
、
阿
礼
が
命イノチと
も
ろ

と
も
に
亡ウセ
は
て
な
ま
し
を
、
歓ウレシき
か
も
お
む
か
し
き
か
も
、
天ツ
神
国ツ
神
の
霊
ミタマ

幸チハ
ひ
坐
て
、
和
銅
の
大
御
代
に
此ノ
御
撰
録

ミ
エ
ラ
ビ

あ
り
て
、
今
の
現ヲツツに
此ノ
御ミ
典フミ
の
傳

は
り
来
つ
る
こ
と
よ
、
物モノ
学マナ
び
せ
む
人

頂
イナダキに

捧ササゲ
持モチ
て
、
天ツ
神
国ツ
神
、
又
二

御
代
の
天
皇
ス
メ
ラ

尊ミコト、【
天
武
元
明
】
又
稗
田ノ
老ヲ
翁ヂ
、
太
朝
臣
の
恩

頼

ミタマノフユ
を
莫ナ

忘
ワスレ

そ
ね
、

『
古
事
記
伝
』
二
之
巻27

）

第
二
節

音
声
の
普
遍
性
と
固
有
性

契
沖
は
言
語
音
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

種
々
の
音
声
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
数
五
十
音
に
過
ず
。
唯
人
間
の
み
な
ら

ず
、
上
は
仏
神
よ
り
、
下
は
鬼
畜
に
至
る
ま
で
此
声
を
出
す
。
又
唯
有
情
の

み
に
あ
ら
ず
、
風
の
木
に
ふ
れ
、
水
の
石
に
触
る
ゝ
た
ぐ
ひ
の
非
情
の
声
ま

で
も
、
こ
れ
よ
り
外
に
出
る
事
な
し
。

「
和
文
総
論28

）

」

言
語
音
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
音
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
の
源
流
は
空
海

に
あ
る
。

内ない
外げ
の
風
気
、
纔わずかに
発
す
れ
ば
、
必
ず
響
く
を
名
づ
け
て
声こゑ
と
い
ふ
な
り
。

響
は
必
ず
声
に
因
る
。
声
は
す
な
わ
ち
響
の
本
な
り
。
声
発おこ
っ
て
虚むな
し
か
ら

ず
、
必
ず
物
の
名
を
表
す
る
を
号
し
て
字
と
い
ふ
な
り
。
名
は
必
ず
体
を
招

く
、
こ
れ
を
実
相
と
名
づ
く
。

『
声
字
実
相
義29

）

』

空
海
は
仏
教
は
イ
ン
ド
伝
来
で
あ
る
か
ら
イ
ン
ド
原
典
の
文
字
で
あ
る
梵
字
に

よ
っ
て
初
め
て
奥
深
い
源
意
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
。
密
教
と
悉
曇
は
不
離
不
即

の
関
係
に
あ
る
。

釈
教
は
印
度
を
本もと
と
せ
り
。
西
域
東
垂
、
風
範
天はるか
に
隔
て
た
り
。・
・
こ
の

故
に
か
の
翻
訳
を
待
つ
て
、
す
な
わ
ち
清
風
を
酌く
む
。
然しか
れ
ど
も
猶なほ
真
言
幽いう

邃すい
に
し
て
、
字
字
の
義
深
し
。
音
に
随したが
つ
て
義
を
改
む
れ
ば
、
しや

切せつ
謬あやま
り

易やす
し
。
粗ほぼ
髣はう
髴ふつ
を
得
て
、
清
切
な
る
こ
と
を
得
ず
。
こ
の
梵
字
に
あ
ら
ず
ん

ば
、
長
短
別わきまへ
難
し
。
源
を
存
す
る
意
、
そ
れ
こ
こ
に
在
り
。『

請
来
目
録30

）

』

契
沖
は
空
海
を
継
承
し
て
中
国
・
イ
ン
ド
ま
で
含
む
音
の
普
遍
性
の
中
で
日
本
語

音
を
考
え
た
。

雖

僻テ
逼ルト
東
垂ニ
。
声
韻
最トモ
寥
亮
詳
雅ニ
。シテ
能ク
通ス
華
梵ニ
。

「
漢
文
序31

）

」
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日
本
語
は
そ
の
音
色
が
澄
ん
で
響
き
亙
っ
て
雅
で
あ
り
、
よ
く
中
国
や
イ
ン
ド

に
通
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
観
を
前
提
に
し
て
悉
曇
に
つ
い

て
語
る
が
、
契
沖
に
と
っ
て
日
本
語
は
梵
漢
和
を
包
括
す
る
普
遍
性
の
中
に
あ
り
、

音
韻
は
世
界
共
通
の
も
の
で
あ
っ
て
悉
曇
学
は
普
遍
的
な
音
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。

更
に
日
本
語
音
は
梵
音
に
近
い
と
い
う
。

此
国
は
天
竺
に
は
遠
な
が
ら
、
声
は
か
へ
り
て
能
通
じ
。

「
和
文
総
論32

）

」

契
沖
に
お
い
て
五
十
字
音
図
は
、
梵
漢
和
の
音
だ
け
で
な
く
自
然
に
発
す
る
音

ま
で
も
含
む
「
一
切
の
音
声
」
の
音
図
を
意
味
す
る
。

右
の
図
、
梵
文
に
准
へ
て
作
れ
り
。
西
域
記
に
諸
仏
説
法
の
音
声
、
中
天
竺

に
同
し
と
い
へ
り
。
韻
鏡
序
に
も
、
胡
僧
反
切
の
妙
を
中
華
の
僧
に
伝
ふ
と

い
へ
り
。

「
和
文
総
論33

）

」

宣
長
は
契
沖
が
簡
潔
に
語
っ
た
悉
曇
学
に
注
目
し
そ
れ
を
学
ぼ
う
と
し
た
。
が
、

宣
長
は
悉
曇
の
知
識
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
契
沖
と
は
異
な
っ
て
悉
曇
を
明
確

に
外
国
語
と
意
識
し
た
。

抑
今
カ
ク
天
竺
ノ
音
ノ
コ
ト
ヲ
イ
サ
ゝ
カ
云
ル
ハ
、
凡
テ
外
国
ノ
音
ノ
サ
マ

ノ
、
皇
国
ノ
音
ト
ハ
異
ナ
ル
事
ヲ
モ
諭
シ
、〔
コ
ハ
天
竺
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其

余
ノ
国
々
ノ
音
ヲ
モ
識シ
リ
ナ
バ
、
何
レ
モ
其
益
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
、
余
ガ
知
ザ

ル
所
ナ
レ
バ
、
云
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。〕

『
漢
字
三
音
考34

）

』

悉
曇
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
宣
長
は
五
十
音
に
つ
い
て
い
う
。

五
十
連
音
図
ハ
、
悉
雲
字
母
ニ
ヨ
リ
テ
、
其
学
ノ
タ
メ
ニ
作
レ
ル
者
ニ
シ
テ
、

皇
国
ノ
固
有
ニ
非
ズ
。
又
皇
国
ノ
語
音
ノ
タ
メ
ニ
作
レ
ル
モ
ノ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。

然
レ
ド
モ
其
音
ハ
五
十
ナ
ガ
ラ
モ
ト
ヨ
リ
皇
国
ノ
自
然
ノ
正
音
ニ
シ
テ
、
サ

ラ
ニ
彼
国
音
ヲ
ウ
ツ
シ
取
レ
ル
ニ
ハ
非
ズ
。
ソ
ハ
古
言
ヲ
以
知
ベ
キ
也
。

『
漢
字
三
音
考35

）

』

宣
長
の
場
合
、
五
十
音
図
は
明
確
に
日
本
語
の
そ
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
宣
長
に

と
っ
て
悉
曇
は
日
本
語
の
固
有
性
を
明
ら
か
に
す
る
に
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
こ
う
い
う
。

抑
今
天
竺
ノ
音
ノ
コ
ト
ヲ
イ
サ
ゝ
カ
云
ル
ハ
、
凡
テ
外
国
ノ
音
ノ
サ
マ
ノ
、

皇
国
ノ
音
ト
ハ
異
ナ
ル
事
ヲ
モ
諭
シ
、・
・
凡
ソ
音
韻
ヲ
学
バ
ム
者
、
必
悉

曇
ヲ
知
ラ
ズ
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

『
漢
字
三
音
考36

）

』

右
の
言
葉
は
日
本
語
音
の
独
自
性
と
比
較
軸
と
し
て
の
普
遍
性
の
強
調
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
契
沖
は
真
言
密
教
の
伝
統
を
継
承
し
て
音
声
を
重
視
す
る
。
人

間
の
み
で
な
く
動
物
に
も
声
が
あ
り
、
自
然
音
ま
で
声
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。
宣

長
は
そ
れ
に
加
え
て
声
の
霊
妙
さ
を
語
る
。

人
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
禽
獣
に
い
た
る
ま
で
有ウ
情ジヤウの
も
の
は
、
み
な
其
声
に

歌
あ
る
也
。
古
今
集
の
序
に
、
花
に
な
く
鴬
、
水
に
す
む
か
は
づ
の
こ
ゑ
を

き
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
物
、
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
と
い
へ
る

を
見
る
べ
し
。
鳥
虫
な
ど
も
、
其
な
く
声
の
ほ
ど
よ
く
と
ゝ
の
ひ
て
、
を
の

づ
か
ら
文アヤ
あ
る
は
み
な
歌
也
。

『
石
上
私
淑
言37

）

』

此ココ
に
御ミ
目メ
と
御ミ
鼻ハナ
を
洗
た
ま
へ
る
こ
と
の
み
見
え
て
、
御ミ
口クチ
と
御ミ
耳ミミ
と
の
こ

と
は
見
え
ぬ
は
、
如
何
イ
カ
ニ

ぞ
と
云ヘ
ば
、
御
目
は
、
黄
泉
ヨ
ミ

の
物
を
見
坐
る
穢ケガレあ
る

べ
く
、
御
鼻
は
、
嗅カギ
坐
る
穢
あ
る
べ
し
、
さ
て
彼カシ
所コ
の
物
喰クヒ
坐マサ
ね
ば
、
御
口

は
固モト
よ
り
穢
れ
ざ
る
べ
し
、
御
耳
に
は
、
伊
邪
那
美ノ
命
の
御
言
を
聞キキ
坐マシ
、
又

雷
の
声
な
ど
触フレ
つ
ら
ね
ど
、
凡
て
声
に
は
穢
の
な
き
な
る
べ
し
、

『
古
事
記
伝
』
六
之
巻38

）

耳ミミ
て
ふ
尊
称
の
意
は
、
美ミ
は
比ヒ
に
通
ひ
て
、
か
の
産ムス
霊ビ
な
ど
の
霊ヒ
な
る
を
、

四
四
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霊ヒ
ヒ々

と
重
ね
た
る
も
の
な
り
、・
・
日ヒ
ヒ々

と
耳
と
同
じ
き
こ
と
を
知
べ
し
、・
・

耳
の
霊ヒ
ヒ々

な
る
こ
と
を
さ
と
る
べ
し
、

同
七
之
巻39

）

宣
長
は
声
は
穢
れ
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
声
を
感
じ
取
る
耳
は
五
感
の
中
で
霊
々

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

宣
長
は
日
本
語
音
の
み
で
な
く
音
声
の
普
遍
性
を
前
提
に
し
て
語
っ
て
い
る
が
、

声
は
穢
れ
の
な
い
も
の
と
い
う
考
え
方
は
仏
教
か
ら
直
接
来
る
も
の
で
は
な
い
。

仏
教
は
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
つ
の
認
識
対
象
は
煩
悩
に
よ
っ
て
汚

さ
れ
て
い
る
の
で
六
塵
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
宣
長
の
考
え
方
が
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
感
の
中
で
聴
覚
、
耳
を
霊
妙
な
も
の
と
し
、

声
を
穢
れ
の
な
い
清
浄
な
も
の
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
宣
長
は
音
を
重
視

し
、
聴
覚
を
五
感
の
中
で
特
別
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

言
語
の
基
本
音
は
何
か
、
音
声
の
持
つ
特
質
は
何
か
等
、
人
間
の
音
声
の
基
本

的
・
普
遍
的
な
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
文
献
を
渉
猟
し
て
明
ら
か
に
し
た
の
が
安

然
の
『
悉
曇
蔵
』
で
あ
る
。
浄
厳
も
『
悉
曇
蔵
』
に
学
ん
だ
。
そ
れ
は
運
敞40

）

の

『
悉
曇
三
密
鈔
』
序
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

元
慶
中
に
睿えい
峯ほう
の
安
然
公
、
悉
曇
蔵
八
巻
を
編
じ
て
、
多
く
経
論
章
疏
を
引

て
、
義
を
證
し
事
を
詳
に
す
。
洽こう
博はく
繊せん
悉しつ
。
寔まことに
梵
学
の
大
成
な
り
。

第
三
章

安
然
『
悉
曇
蔵
』
の
言
語
思
想

第
一
節

音
声
の
力

安
然
の
『
悉
曇
蔵
』
は
序
と
七
巻
か
ら
成
る
。
本
章
で
は
序
と
巻
一
・
二
の
み

考
察
す
る
。
序
で
全
体
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
巻
第
一
の
梵
文
本
源
で
は
、
梵
文

は
い
か
に
発
生
し
い
か
に
伝
来
し
、
基
本
と
な
る
音
と
文
字
は
何
か
、
ど
れ
だ
け

文
字
数
が
あ
る
の
が
最
も
正
し
い
の
か
を
論
ず
る
。

迦
葉
菩
薩
仏
に
白
し
て
言
く
、
世
尊
云
何
に
し
て
如
来
は
字
の
根
本
を
説
く
。

仏
言
く
、
善
男
子
初
の
半
字
を
説
て
根
本
と
為
し
、・
・
世
尊
の
言
る
所
の

字
と
は
其
の
義
云
何
ん
。
善
男
子
十
四
音
有
り
。
名
づ
け
て
字
義
と
為
す
。

言
る
所
の
字
と
は
名
け
て
涅
槃
と
曰
ふ
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
一
（
筆
者
書
き
下
し41

）

）

悉
曇
の
伝
承
に
お
い
て
字
母
の
数
と
そ
の
順
序
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
安
然

は
多
く
の
文
献
を
引
用
し
な
が
ら
そ
れ
を
論
じ
る
。
一
つ
の
言
語
体
系
の
中
で
基

本
と
な
る
音
と
字
は
何
か
、
そ
れ
は
幾
つ
あ
る
か
は
そ
の
言
語
を
話
す
民
族
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
安
然
以
後
の
日
本
の
悉
曇
学
は
『
悉
曇

蔵
』
の
考
え
方
に
従
う
と
す
る42

）

。

安
然
は
続
い
て
空
海
の
『
梵
字
悉
曇
字
母

釈
義
』
を
引
用
す
る
。

空
海
の
悉
曇
字
母
釈
義
に
云
く
、・
・
世
人
は
但
彼
の
字
相
を
知
て
日
に
用

ゆ
と
雖
も
而
も
未
だ
曾
て
其
の
字
義
を
解
せ
ず
。
如
来
彼
の
実
義
を
説
き
た

ま
ふ
。
若
し
字
相
に
随
っ
て
之
を
用
ふ
る
時
は
、
則
ち
世
間
の
文
字
な
り
。

若
し
実
義
を
解
す
る
は
、
則
ち
出
世
間
の
陀
羅
尼
の
文
字
な
り
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
一43

）

空
海
は
悉
曇
文
字
の
表
面
的
な
意
味
（
字
相
）
だ
け
を
知
っ
て
日
常
生
活
に
用

い
る
な
ら
、
そ
れ
は
世
俗
的
な
文
字
の
使
用
で
あ
り
、
文
字
が
内
蔵
し
て
い
る
深

い
意
味
（
字
義
）
を
感
得
し
な
が
ら
用
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
世
間
を
超
出
し
た
世

界
（
出
世
間
）
の
陀
羅
尼
の
文
字
で
あ
る
と
す
る
。

既
述
の
よ
う
に
宣
長
は
、
発
音
が
長
い
年
月
に
亙
っ
て
継
承
さ
れ
て
来
た
陀
羅

尼
と
『
古
事
記
』
の
語
り
伝
え
は
事
情
が
似
る
と
考
え
た
。
古
く
か
ら
の
音
声
は

四
五
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「
語リ
伝ヘ
」
の
ま
ま
に
伝
わ
っ
て
来
た
。『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
に
は
「
語リ
伝ヘ
」「
伝

は
る
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
。
そ
の
一
部
の
み
挙
げ
る
。

往
昔
イニシヘ

の
事
は
た
、
語リ
伝
へ
た
ら
む
ま
に
ま
に
、
か
つ
が
つ
も
記
し
と
ゞ
め
ら

る
べ
き
物
な
れ
ば
、・
・
此
記
の
み
は
、
今
の
世
ま
で
も
伝
は
れ
る
を
お
も

ふ
べ
し
、・
・
千
年
の
後
ま
で
も
伝
は
り
来
つ
る
を
思
へ
ば
、・
・
誰タガ
云イヒ
出イデ
し

言
と
も
な
く
、
た
ゞ
い
と
上ツ
代
よ
り
、
語
り
伝
へ
来
つ
る
ま
ゝ
な
り
、・
・

此
記
は
、
も
は
ら
古
語
を
伝
ふ
る
を
旨
と
せ
ら
れ
た
る
書
な
れ
ば
・
・
い
と

古ヘ
よ
り
、
古
語
の
ま
ゝ
に
書キ
伝
へ
た
り
、・
・
ひ
た
ぶ
る
に
古ノ
語
を
伝
ふ
る

こ
と
を
旨
と
せ
る
故
に
、・
・
い
と
上ツ
代
の
ま
ゝ
に
伝
は
れ
り
と
聞
ゆ
る
語

も
多
く
、

『
古
事
記
伝
』
一
之
巻44

）

陀
羅
尼
は
信
仰
の
力
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
来
た
。
で
は
「
語リ
伝ヘ
」
は
何
の
力

に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
来
た
の
か
。
宣
長
は
、
た
だ
「
ひ
た
ぶ
る
に
伝
ふ
る
こ
と
を

旨
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
来
た
と
い
う
。
そ
れ
は
「
音
声
の
力
」
に
よ
っ
て
伝
わ
っ

て
来
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
一
の
最
終
部
で
安
然
は
、
義
浄
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
第
三

十
四
章
の
全
部
を
原
文
の
ま
ま
引
用
す
る
。
こ
れ
は
安
然
に
そ
の
章
が
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
は
七
世
紀
末
の
イ
ン
ド
の
仏
教

事
情
を
子
細
に
記
述
す
る
著
作
と
し
て
著
名
で
あ
る45

）

。
三
十
四
章
は
「
西
方
学

法
」
と
題
し
て
イ
ン
ド
の
文
法
教
育
に
つ
い
て
記
し
、
文
法
学
を
習
得
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
力
説
す
る
。
し
か
し
清
田
寂
雲46

）

に
よ
れ
ば
、
安
然
の
時
代
も
そ
れ
以

降
も
日
本
で
梵
語
文
法
を
学
ぶ
機
会
は
な
く
、
梵
語
文
法
書
も
翻
訳
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
日
本
の
悉
曇
学
は
文
法
以
外
の
、
梵
字
の
形
・
音
・
義
の
研
究
が
中
心

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
第
三
十
四
章
に
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
が
登
場
す
る
。

次
に
伐ばっ
致ち
呵か
利り
の
論
有
り
。
是
は
前
の
朱

の
議
釈
な
り
。
即
ち
大
学
士
伐ばっ

致ち
呵か
利り
の
所
造
な
り
。
斯
れ
則
ち
盛
に
人
事
、
声
明
の
要
を
談
じ
、
広
く
諸

家
の
興
廃
の
由
を
叙
し
た
り
。
深
く
唯
識
を
明
し
、
善
く
因
喩
を
論

す
。・
・
次
に
薄
迦
論
。
亦
是
れ
伐ばっ
致ち
呵か
利り
の
所
造
な
り
。【
悉
曇
蔵
】
巻
一47

）

義
浄
は
伐ばっ
致ち
呵か
利り
、
即
ち
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
は48

）

文
法
書
の
注
釈
書
を
作
り
、『
薄

迦
論
』
を
著
し
た
と
い
う
。『
薄
迦
論
』
は
イ
ン
ド
で
は
『
ヴ
ァ
ー
キ
ャ
・
パ
デ

ィ
ー
ヤ
』
と
呼
ば
れ
る
。
浄
厳
の
『
悉
曇
三
密
鈔
』
も
『
薄
迦
論
』
に
触
れ
る
が
、

『
薄
迦
論
』
に
漢
訳
は
な
く
、
安
然
も
浄
厳
も
、
そ
し
て
宣
長
も
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
著
作
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
薄
迦
論
』、
即
ち
『
ヴ
ァ
ー

キ
ャ
・
パ
デ
ィ
ー
ヤ
』
は
現
在
、『
古
典
イ
ン
ド
の
言
語
哲
学
』
と
し
て
翻
訳
さ

れ
て
お
り
、「
言
葉
に
お
け
る
音＝

身
体
性
」
と
「
言
葉
の
力
」
を
強
調
す
る49

）

。

ま
た
義
浄
は
ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
い
て
い
う
。

尊
む
所
の
典てんこう
に
四
へい

陀だ
書
有
り
。
十
万
頌
ば
か
り
。
辟へい
陀だ
は
是
れ
明
解
の

義
な
り
。・
・
咸みな
悉
く
口
相
伝
授
に
し
て
紙
葉
に
書
く
に
あ
ら
ず
。
聡
明
の

婆
羅
門
有
る
毎
に
斯
の
十
万
を
誦
す
。

同
巻
一50

）

婆
羅
門
が
尊
ぶ
典

（
古
き
書
）
に
四
つ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
が
あ
っ
て
、
物
事
の
義

理
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
み
な
悉
く
口
承
で
伝
わ
っ
て
い
て
紙
に
は

書
か
ず
、
聡
明
な
婆
羅
門
が
暗
誦
し
て
い
る
。
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
祭
儀
で
は

ヴ
ェ
ー
ダ
は
正
確
な
発
音
で
朗
読
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
で
長

い
年
月
に
亙
っ
て
音
声
だ
け
で
ヴ
ェ
ー
ダ
を
語
り
継
い
で
来
た
こ
と
は
、
音
声
の

力
は
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

『
古
事
記
伝
』
の
基
に
は
語
り
伝
え
の
音
声
を
重
視
す
る
言
語
観
が
あ
る
。
そ

四
六

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）



の
一
つ
の
側
面
は
語
り
伝
え
は
音
声
だ
け
で
伝
わ
っ
て
来
た
と
い
う
音
声
の
力
に

対
す
る
確
信
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
の
伝
承
は
、
語
り
伝
え
ら

れ
て
来
た
古
伝
説
を
阿
礼
が
誦
習
し
た
と
い
う
古
事
記
成
立
事
情
と
相
通
じ
る
も

の
が
あ
る
。
何
れ
の
古
伝
説
も
一
字
一
音
が
正
確
に
伝
承
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。第

二
節

音
声
の
音
楽
性

『
悉
曇
蔵
』
巻
第
二
で
「
二
方
の
音
」、
即
ち
「
イ
ン
ド
と
中
国
の
音
」
を
論
じ

る
。

二
方
の
音
、
外
教
に
説
く
が
如
く
ん
ば
、
天
地
交
合
し
て
各
五
行
有
り
。
五

行
に
由
る
故
に
乃
ち
五
音
有
り
。
五
音
の
気
、
内
に
四
声
四
音
の
響
を
発
し
、

外
に
六
律
六
呂
の
曲
を
生
ず
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
二51

）

安
然
は
五
行
か
ら
総
て
の
音
が
発
生
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
中
国
で
は
五
行
思

想
は
音
律
理
論
と
結
合
し
、
五
行
と
五
音
を
用
い
た
天
文
暦
法
が
発
達
し
た
。
三

分
損
益
法
に
基
づ
く
十
二
律
の
持
つ
規
則
性
が
天
体
の
秩
序
に
対
応
す
る
と
さ
れ

た
の
で
あ
る52

）

。
続
い
て
「
内
外
異
な
り
と
雖
も
源
流
は
惟
一
つ
な
り
」
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
音
と
中
国
の
音
を
融
合
化
し
よ
う
と
す
る53

）

。
安
然
に
は
仏
教
世
界
の
普

遍
性
へ
の
指
向
が
あ
り
、『
悉
曇
蔵
』
序
で
「
東
垂
の
唇
舌
を
以
て
西
天
の
言
音

に
同
じ
く
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
い
、
日
本
語
音
も
仏
教
世
界
の
普
遍
性
の
中
に
包

摂
さ
れ
る
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
安
然
は
音
律
に
関
連
し
て
笛
の
孔
に
つ
い
て
述
べ
る
。

笛
に
十
一
の
孔
有
り
。
二
孔
は
闕
し
て
伝
ら
ず
。
其
の
九
孔
は
以
て
五
音
を

出
す
。
竹
節
を
尾
と
為
し
、
竹
の
抄
を
首
と
為
す
。
本
管
の
口
、
之
を
呼
て

口
と
為
す
。
此
よ
り
起
て
竹
腹
の
上
に
於
て
一
二
三
四
五
六
七
の
孔
、
行
の

如
く
呼
て
次
・
干かん
・
五
・
上
・
夕さく
・
中
・
六
と
為
す
。
下
の
口
と
六
と
の
二

孔
は
宮
と
為
す
。
此
れ
に
二
條
有
り
。
謂
く
一いち
越こし
條
律
と
差
陀
さ
だ

條
呂
と
な
り
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
二54

）

先
行
研
究
に
よ
れ
ば55

）

、
安
然
の
い
う
横
笛
に
よ
る
五
音
が
、
雅
楽
の
基
本
的
な

楽
理
で
あ
り
、
現
行
の
声
明
音
律
の
基
礎
に
な
っ
て
い
て
日
本
に
お
け
る
楽
律
の

記
述
と
し
て
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
る
。
音
の
連
な
り
、
音
の
組
合
せ
は
リ
ズ
ム

を
生
み
、
そ
れ
に
は
快
不
快
、
美
醜
の
音
の
区
別
が
あ
り
、
音
の
連
続
の
音
楽
的

美
し
さ
が
人
を
魅
了
す
る
。
読
経
が
そ
う
で
あ
り
、
声
明
と
な
れ
ば
音
楽
そ
の
も

の
で
あ
る
。
安
然
は
灌
頂
儀
礼
・
修
法
に
つ
い
て
論
述
す
る
『
観
中
院
撰
定
事
業

灌
頂
具
足
支
分
』
で
い
う56

）

。

阿

梨
・
・
摂
意
音
楽
を
奏
す
。
此
の
曲
は
具
し
て

伽
大
本
中
に
在

り
。・
・
摂
意
と
言
ふ
は
、
世
人
、
美
妙
の
色
声
を
見
て
心
之
れ
が
為
に

ひ
情
に
注
有
り
て
異
縁
に
復
ら
ざ
る
が
如
し
。・
・
馬
鳴
菩
薩
、
自
ら
頼

和
羅
曲
を
奏
し
、
五
百
王
子
之
れ
を
聞
き
て
同
時
に
家
を
捨
て
入
道
せ
る
如

き
は
即
ち
其
の
義
也
。

『

中
院
撰
定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
』
第
九57

）

安
念
は
声
明
を
聞
き
、
そ
れ
に
陶
酔
す
る
こ
と
に
よ
り
弟
子
た
ち
が
修
法
に
引

き
入
れ
ら
れ
る
と
説
く
。

安
然
は
声
に
つ
い
て
語
り
、
声
に
三
種
あ
る
と
い
う
。

三
聚
声
と
言
ふ
は
、
倶
舎
論
に
云
く
、
声
に
三
種
有
り
。
一
に
は
・
・
謂
く

有
情
の
声
な
り
。
二
に
は
・
・
謂
く
非
情
の
声
な
り
。
三
に
は
・
・
謂
く
有

情
非
情
合
成
の
声
な
り
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
二58

）

声
は
息
か
ら
発
生
す
る
が
、
そ
の
息
に
は
二
種
類
あ
る
と
い
う
。
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二
息
と
言
ふ
は
、
止
観
に
云
く
、・
・
母
の
気
息
に
随
て
児
漸
く
長
大
す
。・
・

心
に
依
て
起
る
。
是
の
一
切
を
名
づ
け
て
依
息
と
為
す
如
し
。・
・
彼
の
報

息
と
は
、
母
息
に
託
し
て
生
ず
。
此
の
依
息
と
は
報
息
に
託
し
て
生
ず
。
今

の
音
声
と
は
依
息
に
託
し
て
生
ず
。・
・
憂
陀
那
の
風
は
七
処
に
触
れ
て
声

を
成
す
。・
・
五
処
と
言
ふ
は
、
声
の
発
す
る
所
は
即
ち
牙
歯
舌
喉
唇
等
な

り
。

同
巻
二59

）

母
親
か
ら
も
ら
っ
た
息
と
、
心
に
依
っ
て
起
る
息
の
内
、
音
声
は
後
者
か
ら
生

じ
る
。
息
は
七
処
に
触
れ
、
五
処
を
通
っ
て
声
が
発
せ
ら
れ
る
。
心
に
依
っ
て
起

る
息
を
、
契
沖
は
「
密
教
に
は
此
息
を
や
が
て
心
と
説
け
る
事
あ
り
」（「
和
文
総

論
」）
と
い
う
。
こ
れ
は
仏
教
の
伝
統
的
な
声
論
で
あ
る
。

で
は
宣
長
と
『
悉
曇
蔵
』
の
音
律
思
想
と
は
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
。
宣
長

は
『
悉
曇
蔵
』
を
よ
く
研
究
し
た
。
そ
れ
は
以
下
の
事
実
が
証
明
す
る
。『
玉
勝

間
』
で
何
の
説
明
も
な
く
、「
笛
の
孔
」
と
題
し
て
『
悉
曇
蔵
』
の
横
笛
に
つ
い

て
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る60

）

。
こ
の
文
は
『
本
居
宣
長
随
筆
』
の
二
箇
所
で

引
用
さ
れ
、
宣
長
に
と
っ
て
重
要
度
の
高
い
文
章
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

悉
曇
蔵ニ
云ク
、
元
造
暦
云
。
伶
倫
造

笛ヲ
、

文

此レ
乃
取テ
解
谷ノ
竹ヲ
、
學

鳳
凰ノ

鳴ヲ
者
也
。
笛
有

十
一
孔

也
、
二
孔
闕
而
不

傳
、
其
九
孔
者
、
以
出

五

音
、
云
々

『
玉
勝
間
』
巻
六61

）

宣
長
は
何
故
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
安
然
の
文
を
引
用
し
た
の
か
。

雅
楽
に
関
す
る
知
識
を
室
町
時
代
の
音
楽
書
『
体
源
抄62

）

』
か
ら
得
て
い
た
宣
長
は

『
悉
曇
蔵
』
の
文
の
重
要
性
を
暗
に
語
っ
て
い
る
。『
体
源
抄
』
巻
五
に
は
『
悉
曇

蔵
』
巻
二
の
引
用
が
あ
る
。
宣
長
は
天
台
声
明
の
音
楽
性
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

読
経
や
声
明
の
音
楽
性
に
感
銘
し
た
こ
と
が
『
菅
笠
日
記
』
に
見
え
る
。
長
谷

寺
を
参
詣
し
た
件
で
あ
る
。

猶
そ
の
わ
た
り
た
ゝ
ず
み
あ
り
く
程
に
、
御
堂
の
か
た
に
、
今
や
う
な
ら
ぬ
、

み
や
び
た
る
物
の
音
の
聞
ゆ
る
。
か
れ
は
な
に
そ
の
わ
ざ
す
る
に
か
と
、
し

る
べ
す
る
お
の
こ
に
と
へ
ば
、
此
寺
は
じ
め
給
ひ
し
上
人
の
御オホン忌キ
月グワチに
て
、

こ
の
ご
ろ
千
部
の
ど
き
や
う
（
読
経
）
の
侍
る
。
日
ご
と
の
お
こ
な
ひ
の
は

じ
め
に
侍
る
。
が
く
（
楽
）
の
声
也
と
い
ふ
に
、

『
菅
笠
日
記63

）

』

『
菅
笠
日
記
』
の
旅
に
同
行
し
た
門
人
の
中
に
戒
言64

）

が
い
る
。
戒
言
は
松
坂
に

あ
る
天
台
宗
真
盛
派
に
属
す
る
来
迎
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
悉
曇
学
に
詳
し
か
っ

た
と
さ
れ
る
戒
言
は
声
明
に
も
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
宣
長
は
戒
言
か

ら
『
悉
曇
蔵
』
に
あ
る
天
台
声
明
の
基
礎
楽
理
の
重
要
性
を
教
わ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
ま
た
声
明
の
音
と
声
に
は
修
法
に
導
き
入
れ
る
大
き
な
力
が
あ
る
こ
と
を

中
世
以
来
の
伝
統65

）

か
ら
、
或
は
戒
言
を
通
し
て
理
解
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
声
明

へ
の
注
目
は
、
歌
と
祝
詞
と
宣
命
詞
は
「
唱
へ
挙
て
、
神
に
も
人
に
も
聞キキ
感メデ
し

め
」（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
繫
が
る
。
更
に

安
然
と
同
じ
よ
う
に
宣
長
も
、『
古
事
記
』
を
朗
誦
す
れ
ば
人
は
自
ず
と
上
代
の

世
界
に
導
き
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節

真
言

次
に
安
然
は
如
来
の
言
葉
は
真
言
で
あ
り
、
一
切
の
諸
法
は
声
に
趣
す
、
即
ち

声
に
現
れ
出
る
と
い
う
。

大
日
經
に
云
く
、・
・
舌
相
所
転
の
衆
多
の
言
説
は
知
る
に
應
じ
、
皆
是
眞

言
な
り
と
。
大
般
若
経
に
云
く
、
一
切
の
諸
法
は
声
に
趣
す
。・
・
止
観
に

云
く
、
声
を
法
界
と
爲
す
。
一
切
法
を
具
す
。

『
悉
曇
蔵
』
巻
二66

）

四
八

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）



右
に
「
大
般
若
経
に
云
く
」、
ま
た
「
止
観
に
云
く
」
と
あ
る
が
、『
大
般
若

経
』
と
『
摩
訶
止
観
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
直
接
に
該
当
す
る
言
葉
は
な
く
、
次
の
空

海
の
言
葉
を
言
い
換
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

真
言
と
は
す
な
わ
ち
こ
れ
声しょうな
り
、・
・
一
切
の
音おん
声じょうは
五
大
を
離
れ
ず
。

『
声
字
実
相
義67

）

』

安
然
は
空
海
と
同
じ
よ
う
に
一
切
の
も
の
は
声
に
現
わ
れ
る
と
い
う
。
更
に
安

然
は
『
真
言
宗
教
時
義
』
で
世
間
の
言
語
・
音
声
も
真
言
で
あ
る
と
す
る
。
真
言

と
は
真
実
の
言
葉
で
あ
り
、
真
実
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

若
し
法
性
を
出
づ
る
の
外
に
別
に
世
間
の
文
字
あ
ら
ば
即
ち
是
れ
妄
心
の
謬

見
な
り
。・
・
若
し
爾
ら
ば
一
切
世
界
の
衆
生
の
現
音
は
ま
さ
に
皆
真
言
な

る
べ
し
。

『
真
言
宗
教
時
義
』
巻
第
三68

）

右
の
前
半
の
言
葉
「
若
し
法
性
を
出
づ
る
の
外
に
云
々
」
は
『
大
日
経
疏
』
に

あ
り
、
空
海
『
秘
密
曼
陀
羅
十
住
心
論
』
巻
十
、
安
然
『
悉
曇
蔵
』
巻
七
、
浄
厳

『
悉
曇
三
密
鈔
』
序
、
及
び
『
万
葉
代
匠
記
』
惣
釈
に
も
引
用
さ
れ
る
。
世
間
言

語
は
仏
の
加
持
力
に
よ
り
世
間
に
展
開
し
た
真
言
で
あ
る
と
す
る
密
教
の
重
要
思

想
で
あ
る
。
真
言
に
つ
い
て
契
沖
は
『
万
葉
代
匠
記
』
惣
釈
で
い
う
。

心
の
い
つ
は
り
な
く
ま
め
や
か
な
る
を
は
、
ま
こ
ゝ
ろ
と
い
ひ
、
言
の
い
つ

は
り
な
き
を
、
ま
こ
と
ゝ
い
ふ
。
真
心
真
言
な
り
。
さ
る
を
心
に
い
つ
は
り

な
き
を
も
、
ま
こ
と
ゝ
の
み
い
ふ
は
、
い
つ
は
り
な
き
人
は
、
こ
ゝ
ろ
と
こ

と
は
と
あ
ひ
か
な
ふ
う
へ
に
、
い
ふ
こ
と
は
あ
ら
は
に
て
知
や
す
け
れ
は
な

り69
）

。

契
沖
の
、
四
十
七
言
を
真
言
と
し
「
こ
ゝ
ろ
と
こ
と
は
と
あ
ひ
か
な
ふ
」
と
す

る
思
想
は
、
宣
長
の
、
さ
か
し
ら
を
加
え
ず
音
声
だ
け
で
伝
わ
っ
て
来
た
語
り
伝

え
に
上
代
の
実
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
繫
が
る
。

抑
意ココロと
事コト
と
言コトバと
は
、
み
な
相アヒ
称カナ
へ
る
物
に
し
て
、・
・
此
記
は
、
い
さ
ゝ

か
も
さ
か
し
ら
を
加クハ
へ
ず
て
、
古ヘ
よ
り
云ヒ
伝ヘ
た
る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、

そ
の
意
も
事
も
言
も
相アヒ
称カナヒて
、
皆
上ツ
代
の
実マコトな
り
、
『
古
事
記
伝
』
一
の
巻70

）

更
に
、
音
声
の
力
、
音
楽
性
、
真
言
に
関
連
し
て
宣
長
は
、
最
晩
年
の
『
続
紀

歴
朝
詔
詞
解
』
で
い
う
。

ふ
る
き
書
籍
目
録
に
、
宣
命
譜
と
い
ふ
物
出
た
り
、
今
は
伝
は
ら
ぬ
書
な
れ

ば
、
い
か
さ
ま
な
る
も
の
に
か
、
し
ら
れ
ね
ど
、
譜
と
名
づ
け
た
る
を
も
て

思
ふ
に
、
そ
の
読ヨミ
揚アゲ
さ
ま
、
音
声
の
巨
細
短
昴
低
曲
節
な
ど
を
、
し
る
べ
し

た
る
物
に
こ
そ
あ
り
け
め
、
そ
も
そ
も
か
く
ま
で
や
む
こ
と
な
き
わ
ざ
に
し

あ
れ
ば
、
今
此
紀
な
る
を
よ
む
に
も
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
ば
へ
有
べ
し
、
訓
を
附

る
こ
と
、
い
と
い
と
大
事
也
、
一ト
も
じ
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
ざ
り
に
す
べ
き

に
あ
ら
ず
、
よ
く
よ
く
古
語
の
例
格
を
尋
ね
考
へ
、
語
の
し
ら
べ
を
う
る
は

し
く
物
す
べ
き
わ
ざ
な
り
、
す
べ
て
何
事
を
い
ふ
に
も
、
そ
の
詞
の
文アヤ
に
よ

り
て
人
も
神
も
、
こ
よ
な
く
感カマ
け
給
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
祝
詞
宣
命
の
た
ぐ
ひ

は
、
殊
に
言
詞
コ
ト
バ

の
文アヤ
を
主ムネ
と
す
べ
き
わ
ざ
也
、
神
代
紀ノ
天ノ
岩
屋
戸ノ
段

に
、・
・
と
あ
る
を
も
て
、
神
も
、
殊
に
言
詞
の
う
る
は
し
き
を
感メデ
給
ふ
こ

と
を
し
る
べ
し
、
近
き
世
の
も
の
し
り
人
共
の
ご
と
く
、
た
ゞ
空
理

ムナシゴト
を
の

み
説
て
、
言
詞
を
な
ほ
ざ
り
に
思
ひ
つ
る
は
、
例
の
漢
意
に
し
て
、
古ヘ
の
意

に
あ
ら
ず
、

『
続
紀
歴
朝
詔
詞
解
』
一
巻71

）

宣
長
は
「
真
言
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
宣
命
は
真
実
の
言
葉
、

即
ち
「
空
理

ムナシゴト
」
の
反
対
語
で
あ
る
「
真
言
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宣
長
は

「
真
言
」
を
契
沖
に
倣
っ
て
「
マ
コ
ト
」
と
訓
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
真
言
が
表
現
す

四
九

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



る
の
が
「
正
実
マ
コ
ト

」
で
あ
る
。

第
四
章

心
口
相
応

密
教
は
倶
舎
・
唯
識
を
前
提
と
す
る
。
倶
舎
論
は
音
声
に
よ
る
名
が
事
物

（
義
）
を
顕
す
と
し
、
唯
識
は
「
諸
識
の
所
縁
は
唯ただ
識しき
が
所
現
の
み
な
り
」
と
い

う
。
即
ち
倶
舎
・
唯
識
に
よ
れ
ば
、
言
語
と
そ
れ
が
指
し
示
す
事
物
の
世
界
と
、

声
を
発
す
る
心
は
相
応
す
る72

）

。
宣
長
は
そ
の
思
想
を
、
契
沖
の
『
和
字
正
濫
鈔
』

漢
文
序
に
あ
る
「
有レハ
事
必ラス
有リ
言
。
有レハ
言
必ラス
有リ
事
。・
・
言ハ
即ハチ
心ナリ
也
」
と

い
う
言
葉
を
介
し
て
学
び
、「
意
と
事
と
言
と
は
皆
相
称
へ
る
」
と
表
現
す
る
。

「
相
称
ふ
」
と
は
一
致
す
る
と
い
う
「
相
応
」
と
同
じ
意
味
で
仏
教
で
多
く
使
わ

れ
る
。不

善
の
義
と
多
少
の
量
の
等
し
き
こ
と
、
函
と
蓋
と
相
ひ
称
ふ
が
如
し
。

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
五
十73

）

相
応
と
は
譬
へ
ば
、
函
と
蓋
と
相
称
ふ
が
如
し
。

『
往
生
論
註
』
巻
上74

）

最
初
の
阿
字
は
即
ち
是
れ
菩
提
の
心
な
り
。
若
し
此
字
を
観
じ
て
与
に
相
応

す
れ
ば
即
ち
是
れ
毘
盧
遮
那
の
法
身
の
体
に
同
じ
な
り
。
『
悉
曇
蔵
』
巻
六75

）

唇
の
色
、
頻びん
婆ば
果か
の
如
く
、
上
下
相
称
へ
る
こ
と
量はかりの
如
く
し
て
厳
麗
な
り
。

『
往
生
要
集
』
巻
中76

）

此
の
例
先
師
の
所
伝
に
相
協
へ
り
。

『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
巻
三77

）

『
古
事
記
伝
』
に
は
右
の
『
往
生
要
集
』
と
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
と
を
併
せ
た

と
見
え
る
用
例
が
あ
る
。

凡
て
言
は
、
テ

爾ニ
袁ヲ
波ハ
を
以
て
連
接
ツ
ヅ
ク

る
も
の
に
し
て
、・
・
是レ
を
用
る
さ
ま
、

上
下
相
協
ひ
て
厳
オゴソカな

る
格サダ
ま
り
し
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
よ
く
考
へ
て
、
正
し
く

す
べ
き
な
り
、

『
古
事
記
伝
』
一
之
巻78

）

唯
識
は
部
派
を
継
承
し
、
心
意
識
の
考
察
に
相
応
と
い
う
言
葉
を
多
く
使
う
。

従
っ
て
相
応
は
多
く
心
と
関
連
す
る
。
仏
典
に
「
心
口
相
応
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。

曇
無
竭
の
七
歳
の
三
昧
は
心
口
相
応
し
て
能
く
説
き
、

『
大
智
度
論
』
巻
九
十
九79

）

口
に
念
じ
て
心
に
行
ず
れ
ば
、
則
ち
心
口
相
応
す
。『

六
祖
大
師
法
宝
檀
経80

）

』

心
と
口
と
相
応
し
て
、
声しょうし々ょう
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
、

『
往
生
要
集
』
巻
中81

）

心
口
相
応
に
関
連
し
て
江
戸
中
期
の
浄
土
宗
の
布
教
僧
盤
察82

）

の
『
勧
化
求
道

集
』（
一
七
二
三
）
は
い
う
。

念
仏
ノ
声
ニ
テ
粗ホボ
内
證ノ
信
仏ノ
深
浅
ヲ
知
リ
ヌ
ベ
シ
。・
・
婬
婦
殺シ
夫ヲ
偽テ
涕テイ

泣キュウス
ル
ヲ
郡
主

行
ユクユク

聞テ
哭
声ヲ

訝
イブカツテ

糺
明シテ
顕ス
咎ヲ
等

・
・
私ニ
按スルニ
音
声

所

出ノ
之
尤モトハ
心ナリ
也
。・
・
念
仏ノ
時ハ
助
給ノ
心
ヲ
主
ト
シ
テ
声
ヲ
出
ス
レ
バ
信
心

堅
固ノ
人ト
虚コ
仮ケ
不
実ノ
人ト
達
人ノ
耳
ニ
ハ
混
同
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
。『

勧
化
求
道
集
』
巻
四83

）

盤
察
は
、
声
、
話
し
方
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
の
仕
方
に
人
間
の
凡
て
が
現
れ
る

と
す
る
思
想
を
語
っ
て
い
る
。
樹
敬
寺
（
浄
土
宗
）
に
幼
時
よ
り
出
入
り
し
て
い

た
宣
長
は
そ
の
思
想
に
日
常
的
に
触
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
仏
教
の
思
想
を
も
踏
ま
え
、
宣
長
は
重
要
な
思
想
を
語
る
。

唯
い
く
度
も
古
語
を
考
へ
明アキ
ら
め
て
、
古
の
手
ぶ
り
を
よ
く
知ル
こ
そ
、
学モノ

問マナビの
要ムネ
と
は
有ル
べ
か
り
け
れ
、
凡
て
人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
へ
は
、
言
語
モノイヒ

の
さ

ま
も
て
、
お
し
は
か
ら
る
ゝ
物
に
し
あ
れ
ば
、
上ツ
代
の
万ツ
の
事
も
、
そ
の
か

五
〇

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）



み
の
言
語
を
よ
く
明
ら
め
さ
と
り
て
こ
そ
、
知ル
べ
き
物
な
り
け
れ
、・
・
宣

命
の
詞
、・
・
祝
詞
な
ど
、・
・
ま
づ
こ
れ
ら
を
熟ウマ
く
読ヨミ
習ナラ
ひ
て
、
古
語
の
ふ

り
を
ば
知ル
べ
き
な
り
、

『
古
事
記
伝
』
一
之
巻84

）

唯
い
く
度
も
古
語
を
考
へ
明
ら
め
る
と
は
、
単
に
古
語
の
意
味
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
宣
命
や
祝
詞
や
歌
を
「
読
習
ふ
」、
或
は
「
誦
習
ふ
」、

即
ち
何
度
も
声
を
出
し
て
読
み
、
古
語
の
ふ
り
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
重
要

な
の
は
「
古
語
の
ふ
り
」
で
あ
る
。「
ふ
り
」
に
つ
い
て
宣
長
は
い
う
。

振フリ
と
は
、
俗
に
云フ
形
状
進
止

ナ
リ
フ
リ

の
布フ
理リ
に
て
、
人
に
ま
れ
物
に
ま
れ
、
動
く
貌サマ

を
云
て
、
歌
に
て
は
、
奏ウタ
ふ
音コ
声ヱ
の
長ナガ
短ミジカ
巨フト
細ボソ
低アガリ
昻サガリな
ど
の
貌サマ
な
り
、

『
古
事
記
伝
』
十
三
之
巻85

）

即
ち
、
古
語
の
ふ
り
と
は
吉
川
幸
次
郎
『
読
書
の
学
』
に
い
う
「
音
声
の
連
な

り
方
の
姿
」
で
あ
る86

）

。
従
っ
て
宣
長
に
と
っ
て
『
古
事
記
』
の
言
葉
は
文
字
で
あ

る
前
に
音
声
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。『
古
事
記
』
の
音
声
に
は
上
代
の
凡

て
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
上
代
人
は
古
く
か
ら
の
音
声
を
伝
え
て
来
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
宣
長
は
そ
の
学
問
及
び
思
想
の
中
核
部
分
で
仏
教
か
ら
影

響
を
受
け
た
と
は
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
通
説
に
反
し
、
宣
長
は
悉
曇
、

密
教
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
本
不
生
等
の
宗
教
性
を
捨
象
す
る
形
で
そ
の
言

語
観
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
注
〕

１
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
三
一
、
三
三
頁

２
）
同

七
五
頁

３
）
こ
れ
を
明
確
に
指
摘
し
た
の
は
笹
月
清
美
『
本
居
宣
長
の
研
究
』（
岩
波
書
店
・

一
九
四
四
）
で
あ
る
。
山
田
孝
雄
『
古
事
記
序
文
講
義
』（
国
幣
中
社
・
一
九
三

五
）、
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』（
平
凡
社
・
一
九
七
五
）
等
も
同
じ
立
場
に

立
つ
。

４
）
長
尾
雅
人
『
摂
大
乗
論
』
下
巻
（
講
談
社
・
一
九
八
七
）

５
）
日
本
に
お
け
る
悉
曇
学
に
つ
い
て
の
基
本
文
献
は
、
馬
淵
和
夫
『
韻
学
史
の
研

究
』
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
（
日
本
学
術
振
興
会
・
一
九
六
二
〜
一
九
六
五
）
で
あ
る
。
ま
た

以
下
を
参
照
し
た
。

・
馬
淵
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』（
大
修
館
書
店
・
一
九
九
三
）

・
同

『
国
語
史
叢
考
』（
笠
間
書
院
・
一
九
九
六
）

・
田
久
保
周
譽
『
批
判
悉
曇
学
』（
真
言
宗
東
京
専
修
学
院
・
一
九
四
四
）

・
同

（
金
山
正
好
補
筆
）『
梵
字
悉
曇
』（
平
河
出
版
社
・
一
九
八
一
）

・
清
田
寂
雲
「
悉
曇
学
入
門
」（『
叡
山
学
報
』
二
一
、
二
二
号
・
一
九
六
一
╱

一
〇
、
一
九
六
一
╱
一
二
）

６
）『
韻
鏡
』
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
主
に
参
照
し
た
。

・
平
山
久
雄
「
中
古
漢
語
の
音
韻
」（『
中
国
文
化
叢
書
Ⅰ
言
語
』
所
収
・
大
修

館
書
店
・
一
九
六
七
）

・
太
田
斎
『
韻
書
と
等
韻
図
』（
神
戸
市
外
国
語
大
学
・
二
〇
一
三
）

・
頼
惟
勤
『
中
国
古
典
を
読
む
た
め
に
』（
大
修
館
書
店
・
一
九
九
六
）

・
李
思
敬
『
音
韻
の
は
な
し
』（
光
生
館
・
一
九
八
七
）

・
藤
堂
明
保
・
小
林
博
『
音
注
韻
鏡
校
本
』（
木
耳
社
・
一
九
七
〇
）

７
）
三
澤
諄
治
郎
『
韻
鏡
諸
本
並
関
係
書
目
』（
私
家
版
・
一
九
五
一
）
及
び
真
淵
和

夫
『
韻
鏡
校
本
と
廣
韻
索
引
』（
日
本
学
術
振
興
会
・
一
九
五
四
）
に
依
る
。

８
）『
補
忘
記
』
に
つ
い
て
は
金
田
一
春
彦
「
補
忘
記
の
研
究
、
續
貂
」（『
金
田
一
春

彦
著
作
集
』
第
九
巻
所
収
）
が
あ
る
。

９
）
鴨
東

父
は
筆
名
。
そ
の
人
物
の
詳
細
は
判
っ
て
い
な
い
。『
硯
縮
凉
鼓
集
』
に

関
し
て
は
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

・
亀
井
孝
「
蜆
縮
凉

集
を
中
心
に
み
た
四
つ
が
な
」（
雑
誌
『
国
語
学
』
四

号
・
一
九
五
〇
╱
一
〇
）

・
石
井
久
雄
「『
蜆
縮
凉
鼓
集
』「
新
撰
音
韻
之
図
」
讃
」（『
国
語
学
研
究
』

23
・
一
九
八
三
）

・
同

「『
蜆
縮
凉
鼓
集
』
の
音
韻
注
記
」（『
国
語
学
研
究
』
30
・
一
九
九
〇
）

五
一

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



・
高
山
知
明
『
日
本
語
音
韻
史
の
動
的
諸
相
と
蜆
縮
凉
鼓
集
』（
笠
間
書
房
・
二

〇
一
四
）

10
）『
国
語
学
大
系

第
六
巻

仮
名
遣
一
』（
国
書
刊
行
会
・
一
九
七
五
、
初
版
一

九
三
九
）
一
三
五
頁

11
）
同

一
三
八
〜
一
三
九
頁

12
）
同

一
四
〇
頁

13
）
韻
鏡
序
例
の
研
究
に
以
下
が
あ
る
。

・
三
澤
諄
治
郎
「
韻
鏡
序
例
の
検
討
」（『
甲
南
女
子
短
期
大
学
論
叢
』
六
号
七

号
・
一
九
六
二
、
一
九
六
三
）

・
三
根
谷
徹
「

韻
鑑
序
例

考
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
三
巻
十
一
号
・
一
九
八

二
╱
十
一
）

14
）『
本
居
宣
長
全
集

第
十
四
巻
』
一
七
五
頁

15
）『
国
語
学
大
系

第
六
巻

仮
名
遣
一
』
一
三
五
頁

16
）
橋
本
進
吉
『
国
語
音
韻
の
研
究
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
〇
）
一
一
〇
頁
、
原
論

文
の
原
型
は
一
九
三
七
年
発
表
）

17
）『
音
韻
論
』（
三
省
堂
・
初
版
一
九
四
〇
、
増
補
版
一
九
五
九
）
二
五
〜
二
六
頁

18
）『
国
語
学
大
系

第
六
巻

仮
名
遣
一
』
一
四
〇
頁

19
）
契
沖
の
言
語
観
に
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
以
下
を
参
照
し
た
。

・
山
田
孝
雄
『
五
十
音
図
の
歴
史
』（
宝
文
館
・
一
九
三
八
）

・
久
松
潜
一
『
契
沖
伝
』（『
久
松
潜
一
著
作
集
12.
・
至
文
堂
・
一
九
六
九
』

・
真
淵
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』（
大
修
館
出
版
・
一
九
九
三
）

・
竹
内
信
夫
「
日
本
シ
ッ
ダ
ン
学
の
系
譜
」（『
東
京
大
学
教
養
学
科
紀
要
』
二

五
号
・
一
九
九
二
）

・
釘
貫
亨
『
近
世
仮
名
遣
い
論
の
研
究
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
七
）

・
高
橋
祥
子
「『
和
字
正
濫
鈔
』
の
学
問
的
意
義
」（
東
京
大
学
博
士
論
文
・
二

〇
一
〇

20
）『
契
沖
全
集

第
十
巻
』
一
一
三
頁

21
）
同

一
一
三
〜
一
一
四
頁

22
）『
本
居
宣
長
全
集

第
二
巻
』
一
二
一
、
一
二
三
頁

23
）『
契
沖
全
集

第
十
巻
』
一
〇
九
頁

24
）
同

一
一
四
頁

25
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集

第
四
巻
』
四
〇
八
〜
四
〇
九
頁

26
）『
契
沖
全
集

第
十
巻
』
一
二
二
頁

27
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
七
五
頁

28
）『
契
沖
全
集

第
十
巻
』
一
一
四
頁

29
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集

第
二
巻
』（
筑
摩
書
房
）
二
六
七
頁

30
）
同

五
四
九
頁

31
）『
契
沖
全
集

第
十
巻
』
一
一
〇
頁

32
）
同

一
一
三
頁

33
）
同

一
二
〇
頁

34
）『
本
居
宣
長
全
集

第
五
巻
』
三
八
五
頁

35
）
同

三
九
五
頁

36
）
同

三
八
五
頁

37
）『
本
居
宣
長
全
集

第
二
巻
』
八
七
〜
八
八
頁

38
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
二
八
五
頁

39
）
同

三
二
〇
〜
三
二
一
頁

40
）
運
敞
（
一
六
一
四
〜
一
六
九
三
）
は
智
積
院
第
七
世
化
主
と
し
て
智
山
教
学
を

興
隆
さ
せ
た
。
唯
識
に
も
詳
し
か
っ
た
。

41
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
六
八
頁
上

42
）
前
掲
の
馬
淵
和
夫
『
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅰ

43
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
六
九
頁
下

44
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
三
〜
三
五
頁

45
）『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
は
、
慈
雲
が
そ
れ
を
注
釈
す
る
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
解
纜

鈔
』（
一
七
五
八
年
）
を
著
し
、
近
代
に
な
っ
て
高
楠
順
次
郎
が
英
訳
を
上
梓
し

た
（
一
八
九
六
）
ほ
か
、
左
記
の
現
代
日
本
語
訳
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

・
宮
林
昭
彦
・
加
藤
栄
司
訳
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
四
）

46
）
前
掲
の
清
田
寂
雲
「
悉
曇
学
入
門
」

47
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
七
六
頁
中

48
）
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
田
中
於
菟
弥
『
伐
致
呵
利
の
簿
迦
論
』（『
哲
学
年
誌
』
七
号
・
一
九
三
七
╱

五
二

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）



一
二
）

・
中
村
元
『
こ
と
ば
の
形
而
上
学
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
六
）

・
赤
松
明
彦
訳
注
『
古
典
イ
ン
ド
の
言
語
哲
学
』
１
・
２
（
平
凡
社
・
一
九
九

八
）

49
）
赤
松
明
彦
『
古
典
イ
ン
ド
の
言
語
哲
学
』
解
説
に
拠
る
。

50
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
七
六
頁
下

51
）
同

三
八
一
頁
上

52
）
十
二
律
等
の
音
律
学
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
大
山
公
淳
「
声
明
の
音
律
」（
密
教
研
究
）
三
二
号
・
一
九
二
九
╱
三
）

・
藪
内
清
「
十
二
律
管
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
報
』
第
十
冊
第
二
分
・
一
九
三

九
╱
七
）

・
田
邊
尚
雄
『
音
楽
音
響
学
』（
音
楽
之
友
社
・
一
九
五
一
）

・
堀
池
信
夫
「
中
国
音
律
学
の
展
開
と
儒
教
」（『
中
国
｜
社
会
と
文
化
』
六
・

東
大
中
国
学
会
・
一
九
九
一
）

・
川
原
秀
城
編
『
中
国
の
音
楽
文
化
｜
三
千
年
の
歴
史
と
理
論
』（
勉
誠
出
版
・

二
〇
一
六
）

53
）
浜
田
秀
「『
悉
曇
蔵
』
と
五
行
思
想
」（『
山
辺
道
』
四
八
号
・
二
〇
〇
四
／
三
）

参
照
。

54
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
八
二
頁
中

55
）
安
然
の
音
律
理
論
及
び
天
台
声
明
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
多
紀
道
忍
「
安
然
和
尚
と
声
明
の
律
学
」（『
叡
山
学
報
』
一
一
号
・
一
九
三

六
╱
三
）

・
天
納
傳
中
『
天
台
声
明
｜
天
納
傳
中
著
作
集
』（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
〇
）

・
大
内
典
『
仏
教
の
声
の
技
｜
悟
り
の
身
体
性
』（
法
蔵
館
・
二
〇
一
六
）

56
）
安
然
の
『
観
中
院
撰
定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
』
に
つ
い
て
は
前
掲
の
天
納
傳
中

氏
と
大
内
典
氏
の
著
作
を
参
照
し
た
。

57
）『
大
正
蔵

第
七
五
巻
』
二
八
六
頁
中
及
び
『
日
本
大
蔵
経

宗
典
部

天
台
宗

密
教
章
疏
二
』
一
五
四
頁

58
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
八
三
頁
上

59
）
同

三
八
三
頁
上

60
）
以
下
に
『
玉
勝
間
』
に
載
る
全
文
を
掲
げ
る
。

悉
曇
蔵ニ
云ク
、
元
造
暦
云
。
伶
倫
造

笛ヲ
、

文

此レ
乃
取テ
解
谷ノ
竹ヲ
、
學

鳳

凰ノ
鳴ヲ
一
者
也
。
笛
有

十
一
孔

也
、
二
孔
闕
而
不

傳
、
其
九
孔
者
、
以
出

五
音
、
竹
節
爲

尾ト
、
竹
抄
爲

首ト
、
本
管
之
口
、
呼テ
之
爲

口ト
、
從

此
而

起
、
於

竹
腹
上ニ
、
一
二
三
四
五
六
七ノ
孔
、
如ク
行ノ
呼テ
爲

次
干
五
上
夕
中
六ト
、

下
口ト
六トノ
二
孔
爲

宮ト
、
此

有

二
條
、
謂

一
越
條

律

差
陀
條ト
、

呂

土
也
、
口ト
六トノ
二
孔ハ
者
、
是レ
一
音
之
大
小
、
合セテ
爲

一
越
條ト
、
次ノ
孔ハ
非

別

條

也
、
名テ
爲

無
條ト
、
是
則
諸
音ノ
鹽
梅ナル
故
也
、
干ノ
孔
爲

商ト
、
即
是レ
秋ノ
音
、

此
有

三
條
、
謂

平
條ト

律

大
食
條ト
乞
食
條ト
、

呂
、

金
也
、
五ノ
孔
亦

非

別
條
、
鹽
梅
之
義
、
同キ
次ノ
孔ニ
故
也
、
上ノ
孔
爲

角ト
、
即
是

春ノ
音
、
名テ

爲

霜
條ト

律
、

其
呂
音
未

傳

之
、
木
也
、
夕ノ
孔
爲

徴
、
即
是
夏ノ
音

也
、
此
有

二
條
、
謂

黄
鐘
條

律

垂
條ト

呂

火
也
、
中ノ
孔
爲

羽
、

即
是
冬ノ
音
、
名ク
盤
食
條ト

律
、

其
呂
音
未

傳

之
、
水
也
、
中ノ
孔ト
六ノ
孔ト
、

以

此ノ
二
孔
、
合セテ
名ク
下ト
也
、
竹
節ノ
下
孔ハ
、
所

以
吹

之
者
也
、

抄

61
）『
本
居
宣
長
全
集

第
一
巻
』
一
八
五
〜
一
八
六
頁

62
）『
体
源
抄
』
は
雅
楽
の
書
で
、
笙
の
名
家
に
生
ま
れ
た
豊
原
統
秋
（
一
四
五
〇

〜
一
五
二
四
）
が
、
応
仁
の
乱
の
た
め
に
す
た
れ
た
音
楽
の
こ
と
を
子
孫
に
伝

え
よ
う
と
し
て
一
五
一
一
年
（
永
正
八
）
に
著
し
た
も
の
。
十
三
巻
。『
体
源

鈔
』
は
『
復
刻

日
本
古
典
全
集
』（
現
代
思
潮
社
・
一
九
七
八
、
初
版
一
九
三

三
）
に
あ
る
。『
本
居
宣
長
随
筆
』
第
十
巻
（
全
集
第
十
三
巻
）
に
『
体
源
抄
』

の
音
楽
理
論
を
長
文
に
亙
っ
て
引
用
し
、『
玉
勝
間
』
に
も
載
せ
る
。
ま
た
『
古

事
記
伝
』
三
十
六
之
巻
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を
引
用
し
『
体
源
抄
』
を

挙
げ
て
音
律
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

63
）『
本
居
宣
長
全
集

第
十
八
巻
』
三
三
九
頁

64
）『
本
居
宣
長
事
典
』（
東
京
堂
出
版
・
二
〇
〇
一
）
と
岡
本
保
孝
『
音
韻
答
問
録
』

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
拠
る
。

65
）
音
と
声
の
世
界
は
中
世
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
中
世
の
音
声

の
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
阿
部
泰
郎
「
中
世
の
音
声
｜
声
明
╱
唱
道
╱
音
楽
」（『
中
世
文
学
』
四
六

号
・
二
〇
〇
一
）

五
三

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



・
兵
藤
裕
己
遍
『
思
想
の
身
体
・
声
の
巻
』（
春
秋
社
・
二
〇
〇
七
）

66
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
三
八
五
頁
下

67
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集

第
二
巻
』
二
七
二
、
二
七
五
頁

68
）『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

諸
宗
部

十
八
』
一
一
二
、
一
一
三
頁

69
）『
契
沖
全
集

第
一
巻
』
一
九
四
頁

70
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
六
頁

71
）『
本
居
宣
長
全
集

第
七
巻
』
一
九
二
頁

72
）
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

・
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究

下
巻

教
義
論
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
五
四
）

・
服
部
正
明
・
上
山
春
平
『
認
識
と
超
越
』（
角
川
書
店
・
一
九
七
〇
）

・
横
山
紘
一
『
唯
識
の
哲
学
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
七
九
）

・
同

『
唯
識
と
は
何
か
｜
「
法
相
二
巻
抄
」
を
読
む
｜
』（
春
秋
社
・
一

九
八
六
）

・
太
田
久
紀
『
凡
夫
が
凡
夫
に
呼
び
か
け
る
唯
識
』（
大
法
輪
閣
・
一
九
八
五
）

・
竹
村
牧
男
『
唯
識
の
構
造
』（
春
秋
社
・
一
九
八
五
）

・
高
崎
直
道
『
唯
識
入
門
』（
春
秋
社
・
一
九
九
二
）

・
早
島

理
「
唯
識
の
実
践
」（『
講
座
大
乗
仏
教
８
唯
識
思
想
』
所
収
・
春
秋

社
・
一
九
八
二
）

73
）『
国
訳
一
切
経

印
度
撰
述
部

毘
曇
部

九
』
一
〇
〇
〇
頁

74
）『
浄
土
宗
全
書

第
一
巻
』
二
二
二
頁

75
）『
大
正
蔵

第
八
四
巻
』
四
二
八
頁
中

76
）『
往
生
要
集
（
上
）』（
岩
波
書
店
）
二
一
五
頁

77
）『
浄
土
宗
全
書

第
七
巻
』
二
七
二
頁

78
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
三
七
頁

79
）『
国
訳
大
蔵
経

論
部

第
四
巻
』
七
五
三
頁

80
）『
大
正
蔵

第
四
八
巻
』
三
五
〇
頁
上

81
）『
往
生
要
集
（
下
）』（
岩
波
書
店
）
三
一
頁

82
）
盤
察
は
生
没
年
不
明
。
江
戸
中
期
の
著
名
な
布
教
伝
道
僧
。『
勧
化
求
道
集
』
七

巻
、『
勧
化
南
針
鈔
』
七
巻
、『
勧
化
除
睡
鈔
』
八
巻
、『
説
法
語
園
鈔
』
五
巻
、

『
因
果
応
報
要
略
』
八
巻
、『
扶
桑
故
事
要
略
』
六
巻
、『
温
古
要
略
』
六
巻
な
ど

が
代
表
作
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
布
教
家
の
座
右
の
宝
典
と
さ
れ
る
。（『
浄
土
宗

大
辞
典
３
』
に
拠
る
）

83
）
版
本
『
勧
化
求
道
集
』（
享
保
八
年
）
巻
四

九
丁
裏
〜
十
丁
表

84
）『
本
居
宣
長
全
集

第
九
巻
』
三
三
頁

85
）『
本
居
宣
長
全
集

第
十
巻
』
八
七
頁

86
）
吉
川
幸
次
郎
『
読
書
の
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
・
二
〇
〇
七
、
初
版
一
九
七

五
）（

せ
い
た

ま
さ
あ
き

文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員：

田
山

令
史

教
授
）

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
八
日
受
理

五
四

契
沖
及
び
安
然
の
悉
曇
学
と
本
居
宣
長
の
言
語
観
（
清
田
政
秋
）


